
 
 

  

１ 

次
の
各
組
の
こ
と
ば
の
う
ち
、
か
な
づ
か
い
の
正
し
い
方
を
そ
れ
ぞ
れ
選
び
な
さ
い
。
（
各
２
点
） 

 
 
 
 

ア 

お
お
ぎ 

 
 
 
 
 

 

ア 

も
よ
う
し 

 
 
 
 
 
 

ア 

み
そ
づ
け 

 
 

 

イ 

お
う
ぎ 

 
 
 
 
 
 

イ 

も
よ
お
し 

 
 
 
 
 
 

イ 

み
そ
ず
け 

 
 

 

 

ア 

は
な
ぢ 

 
 
 
 
 
 

ア 

川
ず
た
い 

イ 

は
な
じ 

 
 
 
 
 
 

イ 
川
づ
た
い 

 

２ 

次
の
漢
字
の
読
み
が
な
を
、
か
な
づ
か
い
に
注
意
し
て
書
き
な
さ
い
。（
各
３
点
） 

 

⑴ 

往
来 

（ 
 
 
 
 
 

 
 
 

） 
 
 

⑵ 

底
力 

（ 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

） 

⑶ 

図
画 

（ 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 
 

⑷ 

難
し
い
（ 

 
 
 
 
 

 

し
い 

） 

 

⑸ 

築
く 

（ 
 
 
 
 
 
 

く 

） 
 
 

⑹ 

縮
む 

（ 
 
 
 

  
 

 

む 

） 

 

⑺ 

預
け
る
（ 

 
 
 
 
 

 

け
る 

） 
 
 

⑻ 

味
わ
う
（ 

 
 
 
 

  

わ
う 

） 

 

３ 

次
の
各
組
の
こ
と
ば
の
う
ち
、
送
り
が
な
の
正
し
い
方
を
そ
れ
ぞ
れ
選
び
な
さ
い
。（
各
２
点
） 

 
 
 

ア 

群
ら
が
る 

 
 
 
 
 
 

ア 

健
や
か 

 
 
 
 
 
 
 

ア 

潔
よ
い 

 
 

イ 

群
が
る 

 
 
 
 
 
 
 

イ 

健
か 

 
 
 
 
 
 
 
 

イ 

潔
い 

 
 

  
 

ア 

再
た
び 

 
 
 
 
 
 
 

ア 

省
り
み
る 

イ 

再
び 

 
 
 
 
 
 
 

 

イ 

省
み
る 

 

４ 

次
の 

 

線
部
の
語
の
送
り
が
な
が
正
し
け
れ
ば
○
、
ま
ち
が
っ
て
い
れ
ば×

を
書
き
な
さ
い
。
（
各
３
点
） 

 

⑴ 

辺
り
が
暗
く
な
る
（ 

 
 

）  
 

 

⑵ 

勇
し
い
人
に
出
会
う
（ 

 
 

） 

⑶ 

畑
を
耕
や
す 

 

（ 
 
 

） 
  

 

⑷ 

自
ら
申
し
出
る 

 

（ 
 
 

） 

 

⑸ 

必
ら
ず
行
く 

 

（ 
 
 

） 
  

 

⑹ 

合
い
図
を
送
る 

 

（ 
 
 

） 

 

⑺ 

道
路
が
交
わ
る 

（ 
 
 

） 
  

 

⑻ 

山
の
頂
き
に
登
る 

（ 
 
 

） 

 

５ 

次
の 

 

線
部
の
ひ
ら
が
な
を
、
漢
字
と
送
り
が
な
で
書
き
な
さ
い
。（
各
４
点
） 

 

⑴ 

彼
女
は
ほ
お
を
あ
か
ら
め
た
。 

 
 
 
 
 

 

（ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

⑵ 

こ
の
仕
事
に
は
多
く
の
時
間
を
つ
い
や
し
た
。 

（ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

⑶ 

水
位
が
い
ち
じ
る
し
く
低
下
し
た
。 

 
 
 

 

（ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

⑷ 

ね
ら
い
が
は
ず
れ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

（ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

⑸ 

日
一
日
と
寒
さ
が
や
わ
ら
ぐ
。 

 
 
 
 
 

 

（ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

⑹ 

た
ぬ
き
や
き
つ
ね
は
人
に
ば
け
る
と
い
う
。 

 

（ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

⑺ 

注
文
を
う
け
た
ま
わ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 

 

（ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

⑻ 

実
家
は
酒
屋
を
い
と
な
ん
で
お
り
ま
す
。 

 
 

（ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

 
 

Ｍ
Ｊ 

小
６
国
語 

確
認
テ
ス
ト
① 

か
な
づ
か
い
・送
り
が
な 

名前 

得点 

／100 

⑴ ⑷ 

⑸ 

⑶ 

⑵ 

⑴ 

⑵ 

⑶ 

⑷ 

⑸ 



 
 

   

１ 

次
の
各
組
の
う
ち
、
成
り
立
ち
が
他
の
三
つ
と
は
異
な
る
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
選
び
な
さ
い
。（
各
４
点
） 

 

⑴ 

〔
ア 

鳴 
 

イ 
河 

 

ウ 

頭 
 

エ 

花
〕 

 

⑵ 

〔
ア 

川 
 

イ 

休 
 

ウ 

目 
 

エ 

月
〕 

⑶ 

〔
ア 

上 
 

イ 

山 
 

ウ 

末 
 

エ 

下
〕 

⑷ 

〔
ア 

林 
 

イ 

岩 
 

ウ 
森 

 

エ 

泳
〕 

 

２ 

次
の
漢
字
を
二
つ
ず
つ
組
み
合
わ
せ
て
、
会
意
文
字
を
四
つ
作
り
な
さ
い
。（
各
４
点
） 

 

〔 

火 

心 

日 

亡 

子 

然 

系 

月 

〕 □
□
□
□ 

３ 

次
の
形
声
文
字
に
つ
い
て
、
例
に
な
ら
っ
て
、
意
味
を
表
す
部
分
を
上
に
、
音
を
表
す
部
分
を
下
に
、
そ
れ
ぞ
れ
書
き
分
け
な

さ
い
。（
各
４
点
）（
完
答
） 

 

【
例
】
飯
…
… 

   

⑴ 

球
…
… 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑵ 

悲
…
… 

   

⑶ 

個
…
… 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑷ 

粉
…
… 

  

４ 

次
の
漢
字
の
部
首
と
部
首
名
を
、
例
に
な
ら
っ
て
書
き
な
さ
い
。（
各
４
点
）（
完
答
） 

【
例
】
花
（ 

 
 

）〔
く
さ
か
ん
む
り
〕 

 

⑴ 

無
（ 

 
 

）〔 
 
 
 
 
 

〕 
 
 

⑵ 

医
（ 

 
 

）〔 
 
 
 
 
 

〕 

⑶ 

雑
（ 

 
 

）〔 
 
 
 
 
 

〕 
 
 

⑷ 

発
（ 

 
 

）〔 
 
 
 
 
 

〕 

 

⑸ 

歌
（ 

 
 

）〔 
 
 
 
 
 

〕 
 
 

⑹ 

動
（ 

 
 

）〔 
 
 
 
 
 

〕 

 

⑺ 

断
（ 

 
 

）〔 
 
 
 
 
 

〕 
 
 

⑻ 

京
（ 

 
 

）〔 
 
 
 
 
 

〕 

 

５ 

次
の
各
組
の
中
に
は
、
他
と
部
首
の
異
な
る
も
の
が
一
つ
ず
つ
ふ
く
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
を
選
び
な
さ
い
。（
各
５
点
） 

 

⑴ 

〔
ア 

間 
 

イ 

開 
 

ウ 

関 
 

エ 

問
〕 

 

⑵ 

〔
ア 

制 
 

イ 

刷 
 

ウ 

測 
 

エ 

判
〕 

⑶ 

〔
ア 

回 
 

イ 

器 
 

ウ 

味 
 

エ 

史
〕 

⑷ 

〔
ア 

楽 
 

イ 

機 
 

ウ 

休 
 

エ 

査
〕 

 Ｍ
Ｊ 

小
６
国
語 

確
認
テ
ス
ト
② 

漢
字
の
成
り
立
ち
・部
首 

 

名前 

とく点 

／100 



   

１ 

次
の
漢
字
の
総
画
数
を
書
き
な
さ
い
。
（
各
４
点
） 

 

⑴ 

返
（ 

 
 
 

画
） 

⑵ 

姿
（ 

 
 
 

画
） 

⑶ 

郡
（ 

 
 
 

画
） 

 

 

⑷ 

輸
（ 

 
 
 

画
） 
⑸ 

衆
（ 

 
 
 

画
） 

⑹ 

開
（ 

 
 
 

画
） 

 

 

２ 

例
に
な
ら
っ
て
、
次
の
漢
字
の
部
首
と
、
部
首
を
の
ぞ
い
た
残
り
の
部
分
の
画
数
を
書
き
な
さ
い
。（
各
４
点
） 

【
例
】
花
（ 

 
 

）（ 
 

４ 

画
） 

⑴ 

教
（ 

 
 

）（ 
 
 
 

画
） 

 

⑵ 
混
（ 

 
 

）（ 
 
 
 

画
） 

⑶ 

遠
（ 

 
 

）（ 
 
 
 

画
） 

 

⑷ 

球
（ 

 
 

）（ 
 
 
 

画
） 

⑸ 

熟
（ 

 
 

）（ 
 
 
 

画
） 

 

⑹ 

妻
（ 

 
 

）（ 
 
 
 

画
） 

 

 

３ 

次
の
各
組
の
漢
字
を
漢
和
辞
典
の
総
画
索
引
で
調
べ
た
と
こ
ろ
、
同
じ
画
数
の
と
こ
ろ
に
の
っ
て
い
な
い
も
の
が
一
つ
ず
つ
ふ

く
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
ら
を
選
び
な
さ
い
。（
各
４
点
） 

⑴
〔 

ア 

場  

イ 

備 

ウ 

側 

エ 

富 

オ 

遊 

〕 

⑵
〔 

ア 

革  

イ 

馬 

ウ 

高 

エ 

庭 

オ 

記 

〕 

⑶
〔 

ア 

推  

イ 

絶 

ウ 

章 

エ 

貧 

オ 

続 

〕 

⑷
〔 

ア 

働  

イ 

墓 

ウ 

新 

エ 

像 

オ 

続 

〕 

 

４ 

次
の
漢
字
の
→
が
指
し
て
い
る
部
分
は
、
何
画
め
に
書
く
の
が
正
し
い
で
す
か
。
数
字
で
答
え
な
さ
い
。（
各
４
点
） 

  

⑴ 

馬 

（ 
 
 

）
画
め 

 
 

⑵ 

再 

（ 
 
 

）
画
め 

⑶ 

危 
 
 

（ 
 
 

）
画
め 

 

⑷ 

布 

（ 
 
 

）
画
め 

 

 

５ 

次
の
漢
字
の
筆
順
の
正
し
い
方
を
選
び
な
さ
い
。（
各
４
点
） 

 

⑴ 

母 
 
 
 
 

⑵ 

必 
 

 

⑶ 

局 
 
 
 

 

⑷ 

当 
 

⑸ 

門 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

Ｍ
Ｊ 

小
６
国
語 

確
認
テ
ス
ト
③ 

漢
字
の
画
数
・筆
順 

名前 

得点 

／100 



 

 

  

１ 

次
の 

 

線
部
の
漢
字
は
ひ
ら
が
な
に
、
カ
タ
カ
ナ
は
漢
字
に
直
し
て
書
き
な
さ
い
。
（
各
２
点
） 

 

⑴ 

先
祖
を
供
養
す
る
。 

 
 

（ 
 
 
 
 
 

） 
 
 
 

⑵ 

ご
利
益
の
あ
る
神
社
。 

 
 
 

（ 
 
 
 
 
 

） 

 

⑶ 

過
ち
に
気
が
つ
く
。 

 
 

（ 
 
 
 
 
 

） 
 
 
 

⑷ 

老
若
男
女
が
集
ま
る
。 

 
 
 

（ 
 
 
 
 
 

） 

 

⑸ 

気
に
障
る
。 

 
 
 
 
 
 

（ 
 
 
 
 
 

） 
 
 
 
 
 
 
 

⑹ 

血
眼
に
な
っ
て
さ
が
す
。 

 
 

（ 
 
 
 
 
 

） 

 
 

⑺ 

ス
コ
や
か
に
育
つ
。 

 

（ 
 
 
 
 
 

） 
 
 
 

⑻ 

ケ
ビ
ョ
ウ
を
つ
か
う
。 

 
 

（ 
 
 
 
 
 

） 

 

⑼ 

心
が
ナ
ゴ
む
。 

 
 
 
 

（ 
 
 
 
 
 

） 
 
 
 

⑽ 

計
画
の
実
現
を
ア
ヤ
ぶ
む
。 

（ 
 
 
 
 
 

） 

 

⑾ 

ウ
ツ
ワ
の
小
さ
い
人
だ
。（ 

 
 
 
 
 

） 
 
 
 

⑿ 

山
々
が
夕
日
に
ハ
え
る
。 

 
 

（ 
 
 
 
 
 

） 

 

２ 
 
 

線
部
の
漢
字
の
読
み
に
注
意
し
て
、
次
の
熟
語
の
読
み
を
そ
れ
ぞ
れ
書
き
な
さ
い
。（
各
２
点
） 

 
 
 

 

ア 

権
利
（ 

 
 
 
 
 
 

 

） 
 
 
 

 

ア 
納
税
（ 

 
 
 
 
 
 
 

） 

 
 
 
 
 
 

イ 

権
化
（ 

 
 
 
 
 
 

 

） 
 
 
 
 

イ 

出
納
（ 

 
 
 
 
 
 
 

） 

 

ア 

暗
幕
（ 

 
 
 
 
 
 
 

） 
 
 
 

 

ア 

一
丁
（ 

 
 
 
 
 
 
 

） 
 
 
 

 

イ 

幕
府
（ 

 
 
 
 
 
 
 

） 
 
 
 
 

イ 

丁
重
（ 

 
 
 
 
 
 
 

） 

 
 

  

ア 

反
発
（ 

 
 
 
 
 
 
 

） 
 
 
 
 

ア 

砂
丘
（ 

 
 
 
 
 
 
 

） 

 
 
 

 

イ 

反
物
（ 

 
 
 
 
 
 
 

） 
 
 
 
 

イ 

土
砂
（ 

 
 
 
 
 
 
 

） 

 
 
 
 
 
 

ア 

就
職
（ 

 
 
 
 
 
 
 

） 
 

  
 

 

ア 

悪
態
（ 

 
 
 
 
 
 
 

） 

 
 
 

 

イ 

成
就
（ 

 
 
 
 
 
 
 

） 
 
 

  
 

イ 

悪
寒
（ 

 
 
 
 
 
 
 
） 

 
 
 
 
 
 

ア 

固
定
（ 

 
 
 
 
 
 
 

） 
 
 
 
 

ア 

永
久
（ 

 
 
 
 
 
 
 

） 

 
 
 

 

イ 

定
規
（ 

 
 
 
 
 
 
 

） 
 
 
 
 

イ 

久
遠
（ 

 
 
 
 
 
 
 

） 

 
 

 

３ 

次
の
熟
語
の
読
み
を
書
き
な
さ
い
。（
各
２
点
） 

⑴ 

小
児
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 

） 
 
 
 

⑵ 

浴
衣
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 

） 

⑶ 

紅
葉
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 

） 
 
 
 

⑷ 

遺
言
（ 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

⑸ 

殺
生
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 

） 
 
 
 

⑹ 

小
豆
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 

） 

⑺ 

早
速
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 

） 
 
 
 

⑻ 

田
舎
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 

） 

 ４ 

次
の 

 

線
部
の
漢
字
は
ひ
ら
が
な
に
、
カ
タ
カ
ナ
は
漢
字
に
直
し
て
書
き
な
さ
い
。
（
各
２
点
） 

 

⑴ 

費
用
の
内
訳
を
説
明
す
る
。 

 
 
 
 

（ 
 
 

  
 

） 

⑵ 

行
き
過
ぎ
を
是
正
す
る
。 

 
 

 

（ 
 
 
 
 
 

） 

 

⑶ 

解
毒
作
用
の
あ
る
植
物
。 

  
 

 
 
 

（ 
 
 
 
 

） 

⑷ 

不
正
を
暴
露
す
る
。 

 
 
  

 
 
 

（ 
 
 
 
 
 

） 

 

⑸ 

キ
ジ
ョ
ウ
の
空
論
を
と
な
え
る
。 

 
 

（ 
 
 
 
 

） 

⑹ 

時
間
を
ゲ
ン
シ
ュ
す
る
。 

  
 

 

（ 
 
 
 
 
 

） 

 
 

⑺ 

先
生
か
ら
資
料
を
ハ
イ
シ
ャ
ク
す
る
。（ 

 
 
 
 

） 

⑻ 

彼
は
と
て
も
目
が
キ
く
。 

  
 

 

（ 
 
 
 
 
 

） 

 

⑼ 

生
活
態
度
を
サ
ッ
シ
ン
す
る
。 

 
 
 
 

（ 
 
 
 
 

） 

⑽ 

も
め
ご
と
の
チ
ュ
ウ
サ
イ
を
す
る
。（ 

 
 

  
  

） 

 

 
 

 

Ｍ
Ｊ 

小
６
国
語 

確
認
テ
ス
ト
④ 

難
し
い
漢
字
の
読
み
書
き

り
立
ち
・部
首 

名前 

得点 

／100 

⑴ 

⑵ 

⑶ 

⑷ 

⑼ ⑺ ⑸ 

⑽ ⑻ ⑹ 



 

 

 
 

 

１ 

次
の
読
み
を
も
つ
漢
字
を
書
き
入
れ
、
熟
語
を
そ
れ
ぞ
れ
作
り
な
さ
い
。
（
各
４
点
） 

  

⑴ 

シ
ョ
ウ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑵ 

キ
ョ
ウ 

 

 

 

⑶ 

サ
イ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑷ 
テ
ン 

  

２ 

次
の
各
組
の 

 

線
部
の
カ
タ
カ
ナ
を
漢
字
に
直
し
て
書
き
な
さ
い
。（
各
４
点
） 

  
 
 
 

ア 

遅
刻
し
た
こ
と
を
ア
ヤ
マ
る
。 

 
 

 

（ 
 
 
 
 

る
） 

 

⑴ 
 
 
 
 

イ 

目
測
を
ア
ヤ
マ
る
。 

 
 
 
 
 

  

（ 
 
 
 
 

る
） 

  
 
 
 

ア 

湖
に
ノ
ゾ
ん
だ
保
養
地
。 

 
 
 
 

 

（ 
 
 
 

ん
だ
） 

 

⑵ 
 
 
 
 

イ 

ノ
ゾ
み
が
よ
う
や
く
か
な
う
。 

 
 

 

（ 
 
 
 
 

み
） 

 
 
 
 

 
 
 
 

ア 

四
月
か
ら
銀
行
に
ツ
ト
め
る
。 

 
 

 

（ 
 
 
 

め
る
） 

 

⑶ 
 
 
 
 

イ 

児
童
会
の
議
長
を
ツ
ト
め
る
。 

 
 

 

（ 
 
 
 

め
る
） 

  
 
 
 

ア 

カ
ン
シ
ュ
ウ
の
声
援
に
こ
た
え
る
。 

 

（ 
 
 
 
 
 

） 
 

⑷ 
 

 
 
 
 

イ 

従
来
の
カ
ン
シ
ュ
ウ
を
改
め
る
。 

 
 

（ 
 
 
 
 
 

） 
 

 
 
 

ア 

外
国
人
を
タ
イ
シ
ョ
ウ
と
し
た
調
査
。 

（ 
 
 
 
 
 

） 

 

⑸ 
 

イ 

本
人
と
写
真
を
タ
イ
シ
ョ
ウ
す
る
。 

 

（ 
 
 
 
 
 

） 

 
 
 
 

ウ 

左
右
タ
イ
シ
ョ
ウ
の
図
が
ら
。 

 
  

（ 
 
 
 
 
 

） 

 

 
 
 

ア 

重
荷
か
ら
カ
イ
ホ
ウ
さ
れ
る
。 

 
 

 

（ 
 
 
 
 
 

） 

 

⑹ 
 

イ 

病
気
が
カ
イ
ホ
ウ
に
向
か
う
。 

 
 

 

（ 
 
 
 
 
 

） 

 
 
 
 

ウ 

校
庭
を
市
民
に
カ
イ
ホ
ウ
す
る
。 

 
 

（ 
 
 
 
 
 

） 

  

３ 

次
の 

 

線
部
の
カ
タ
カ
ナ
に
あ
て
は
ま
る
漢
字
を
、
そ
れ
ぞ
れ
あ
と
か
ら
選
び
な
さ
い
。
（
各
３
点
） 

⑴ 

結
果
を
コ
ウ
ヒ
ョ
ウ
す
る
。 

〔
ア 

好
評 

イ 

公
表 

ウ 

講
評 

エ 

高
評
〕 

 

⑵ 

各
国
の
政
治
タ
イ
セ
イ
を
調
べ
る
。 

〔
ア 

体
制 

イ 

態
勢 

ウ 

大
勢 

エ 

体
勢
〕 

⑶ 

カ
バ
ン
を
シ
ン
チ
ョ
ウ
し
た
。 

〔
ア 

新
調 

イ 

身
長 

ウ 

伸
長 

エ 

深
長
〕 

⑷ 

荷
物
を
イ
ド
ウ
さ
せ
た
。 

〔
ア 

異
同 

イ 

異
動 

ウ 

移
同 

エ 

移
動
〕 

Ｍ
Ｊ 

小
６
国
語 

確
認
テ
ス
ト
⑤ 

同
音
・同
訓
異
字
と
同
音
異
義
語 

 

名前 

得点 

／100 



 

 

  

１ 

次
の
熟
語
は
、
あ
と
の
①
～
⑨
の
ど
れ
に
属
し
ま
す
か
。
そ
れ
ぞ
れ
番
号
で
答
え
な
さ
い
。（
各
３
点
） 

⑴ 

損
得
（ 

 
 
 

） 

⑵ 

判
然
（ 

 
 
 

） 

⑶ 

歓
喜
（ 

 
 
 

） 

⑷ 

形
成
（ 

 
 
 

） 

⑸ 

無
私
（ 

 
 
 

） 
⑹ 

発
熱
（ 

 
 
 

） 

⑺ 

口
々
（ 

 
 
 

） 

⑻ 

再
会
（ 

 
 
 

） 

 
 

① 

同
じ
漢
字
を
重
ね
た
も
の
（
畳
語
） 

 
 
 
 
 

② 

意
味
の
似
た
漢
字
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の 

 
 

 

 

③ 

反
対
の
意
味
の
漢
字
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の 

 
 

④ 

上
の
漢
字
が
下
の
漢
字
を
修
飾
し
て
い
る
も
の 

 

⑤ 

下
の
漢
字
が
上
の
漢
字
の
目
的
語
と
な
っ
て
い
る
も
の 

⑥ 

上
の
漢
字
と
下
の
漢
字
が
主
語
・
述
語
の
関
係
に
な
っ
て
い
る
も
の 

 

⑦ 

上
に
「
不
・
無
・
非
・
未
」
が
付
い
て
、
下
の
漢
字
の
意
味
を
打
ち
消
し
て
い
る
も
の 

 

⑧ 

下
に
「
然
・
性
・
的
・
化
」
が
付
い
て
、
様
子
、
状
態
な
ど
を
表
し
た
り
、
意
味
を
そ
え
た
り
す
る
も
の 

 

⑨ 

長
い
熟
語
を
省
略
し
た
も
の 

 

２ 

次
の
⑴
～
⑻
の
（ 

 

）
の
中
に
「
不
・
無
・
非
・
未
」
の
い
ず
れ
か
一
字
を
書
き
入
れ
て
、
三
字
熟
語
を
作
り
な
さ
い
。 

（
各
２
点
） 

⑴ 

（ 
 
 

）
愛
想 

 
 
 

⑵ 

（ 
 
 

）
都
合 

 
 

⑶ 

（ 
 
 

）
合
法 

 

⑷ 

（ 
 
 

）
処
理 

⑸ 

（ 
 
 

）
防
備 

 
 

⑹ 

（ 
 
 

）
常
識 

 
 

⑺ 

（ 
 
 

）
責
任 

 

⑻ 

（ 
 
 

）
始
末 

 
 

３ 

次
の
⑴
～
⑻
の
（ 

 

）
に
適
当
な
漢
数
字
を
書
き
入
れ
て
、
四
字
熟
語
を
作
り
な
さ
い
。（
各
３
点
）
（
完
答
） 

 

⑴ 

（ 
 
 

）
石
（ 

 
 

）
鳥 

 
 

 
 

⑵ 

（ 
 
 

）
苦
（ 

 
 

）
苦 

 
 

⑶ 

（ 
 
 

）
転
（ 

 
 

）
起 

 
 

 

⑷ 

（ 
 
 

）
差
（ 

 
 

）
別 

⑸ 

（ 
 
 

）
人
（ 

 
 

）
色 

 
 
 

⑹ 

（ 
 
 

）
日
（ 
 
 

）
秋 

⑺ 

（ 
 
 

）
朝
（ 

 
 

）
夕 

 
 
 

⑻ 

（ 
 
 

）
変
（ 

 
 

）
化 

 ４ 

次
の
⑴
～
⑿
の
（ 

 

）
に
適
当
な
漢
字
を
書
き
入
れ
て
、
四
字
熟
語
を
作
り
な
さ
い
。（
各
３
点
）（
完
答
） 

 

⑴ 

空
（ 

 
 

）
絶
（ 

 
 

） 
 
 
 
 
 

⑵ 

（ 
 
 

）
進
（ 

 
 

）
歩 

⑶ 

（ 
 
 

）
肉
（ 

 
 

）
食 

 
 
  

 
 

⑷ 

因
（ 

 
 

）
応
（ 

 
 

） 

⑸ 

公
（ 

 
 

）
正
（ 

 
 

） 
 
 
 
 
 

⑹ 

（ 
 
 

）
機
（ 

 
 

）
変 

⑺ 

我
（ 

 
 

）
引
（ 

 
 

） 
 
 
 
 
 

⑻ 

異
（ 

 
 

）
同
（ 

 
 

） 

⑼ 

（ 
 
 

）
挙
（ 

 
 

）
得 
 
 
 
 
 

⑽ 

（ 
 
 

）
業
（ 

 
 

）
得 

⑾ 

（ 
 
 

）
捨
（ 

 
 

）
択 

 
 
 
 
 

⑿ 

（ 
 
 

）
小
（ 

 
 

）
大 

 

Ｍ
Ｊ 

小
６
国
語 

確
認
テ
ス
ト
⑥ 

熟
語
の
組
み
立
て
／
三
字
熟
語
・
四
字
熟
語 

名前 

得点 

／100 



 

 

  

１ 

次
の
熟
語
と
最
も
意
味
の
近
い
こ
と
ば
を
、
そ
れ
ぞ
れ
下
か
ら
選
び
な
さ
い
。
（
各
３
点
） 

⑴ 

使
命 

（
ア 

義
務 

 

イ 

任
務 

 

ウ 

任
命 

 

エ 

宿
命 

） 

⑵ 

返
事 

（
ア 

応
答 

 
イ 

承
諾 

 

ウ 

発
声 

 

エ 

回
答 

） 

⑶ 

気
性 

（
ア 

気
質 

 
イ 
本
質 

 

ウ 

生
気 

 

エ 

気
鋭 

） 

⑷ 

志
願 

（
ア 

志
望 

 

イ 
大
志 

 

ウ 

願
望 

 

エ 

本
望 

） 

⑸ 

未
開 

（
ア 

原
始 

 

イ 

古
代 

 

ウ 

文
明 

 

エ 

野
生 

） 

⑹ 

形
勢 

（
ア 

勢
力 

 

イ 

形
式 

 
ウ 

形
態 

 

エ 

情
勢 

） 

 ２ 

次
の
熟
語
の
類
義
語
を
、
そ
れ
ぞ
れ
あ
と
か
ら
選
ん
で
書
き
な
さ
い
。（
各
３
点
） 

 

⑴ 

進
歩  

 

（ 
 
 
 

） 
 
 

⑵ 

郷
里  

 

（ 
 
 
 

） 
 
 

⑶ 

倹
約  

 

（ 
 
 
 

） 

⑷ 

準
備  

 

（ 
 
 
 

） 
 

⑸ 

所
持  

 

（ 
 
 
 

） 
 
 

⑹ 

消
息  

 

（ 
 
 
 

） 

 
 

 
 
 

 

 ３ 

次
の
各
組
の
⑴
～
⑶
は
た
が
い
に
類
義
語
、
⑷
～
⑹
は
た
が
い
に
対
義
語
に
な
る
よ
う
に
、
□
に
あ
て
は
ま
る
漢
字
を
そ
れ
ぞ

れ
書
き
な
さ
い
。（
各
４
点
） 

 
 
 
 

⑴ 
 
 
 
 
 
 

⑵ 
 
 
 
 
 

⑶ 
 

 
  

⑷ 
 
 
 
 
 
 

⑸ 
 
 
 
 
 

⑹ 
 

 

４ 

次
の
熟
語
の
対
義
語
を
、
そ
れ
ぞ
れ
下
か
ら
選
び
な
さ
い
。（
各
４
点
） 

⑴ 

消
極 

（
ア 

極
論 

 

イ 

合
理 

 

ウ 

乱
暴 

 

エ 

積
極 

） 
 

⑵ 

内
容 

（
ア 

形
式 

 

イ 

全
体 

 

ウ 

外
部 

 

エ 

体
形 

） 
 

⑶ 

過
失 

（
ア 

故
意 

 

イ 

達
成 

 

ウ 

成
果 

 

エ 

失
意 

） 
 

⑷ 

原
因 

（
ア 

因
果 

 

イ 

結
論 
 

ウ 

結
果 

 

エ 

結
末 

） 
 

 

５ 

次
の
熟
語
の
対
義
語
を
、
そ
れ
ぞ
れ
漢
字
で
書
き
な
さ
い
。（
各
４
点
） 

⑴ 

質
疑 

←
→ 

（ 
 
 
 
 

 
 

） 
  

 
 

⑵ 

延
長 

←
→
（ 

 
 
 
 
 
 

） 

⑶ 

勝
利 

←
→ 

（ 
 
 
 
 
 
 

） 
 
 
 

⑷ 

単
純 

←
→
（ 

 
 
 
 
 
 

） 

⑸ 

需
要 

←
→ 

（ 
 
 
 
 
 
 

） 
 
 
 
  

⑹ 

有
効 

 

←
→
（ 

 
 
 
 
 
 

） 

 
 

Ｍ
Ｊ 

小
６
国
語 

確
認
テ
ス
ト
⑦ 

類
義
語
・対
義
語 

名前 

得点 

／100 

音
信 

 
 

所
有 

 
 

向
上 

 
 

故
郷 

 
 

平
易 

 
 

用
意 

 
 

節
約 



 

 

  

１ 

次
の
こ
と
ば
に
続
く
こ
と
ば
を
そ
れ
ぞ
れ
あ
と
か
ら
選
び
、
こ
と
わ
ざ
を
完
成
さ
せ
な
さ
い
。（
各
５
点
） 

 

⑴ 

そ
な
え
あ
れ
ば
（ 

 
 
 
 
 
 

） 
 
 
 

⑵ 

長
い
も
の
に
は 

（ 
 
 
 
 
 
 

） 

⑶ 

お
ぼ
れ
る
者
は
（ 

 
 
 
 
 
 

） 
 
 
 

⑷ 

無
理
が
と
お
れ
ば
（ 

 
 
 
 
 
 

） 

 
 

ア 

障
子
に
目
あ
り 

 
 

イ 
し
り
か
く
さ
ず 

 
 

ウ 

ま
か
れ
よ 

 
 
 
 

エ 

道
理
が
ひ
っ
こ
む 

 
 

オ 

う
れ
い
な
し 

 
 
 

カ 
せ
ん
た
く 

 
 
 
 

キ 

も
の
の
上
手
な
れ 

 

ク 

わ
ら
を
も
つ
か
む 

 

２ 

次
の
故
事
成
語
・
慣
用
句
の
意
味
を
、
あ
と
か
ら
選
び
な
さ
い
。（
各
５
点
） 

 

⑴ 

馬
耳
東
風 

 
 
 

（ 
 
 
 

） 
 
 

⑵ 
呉
越
同
舟 

 
 

（ 
 
 
 

） 

⑶ 

朝
令
暮
改 

 
 
 

（ 
 
 
 

） 
 

⑷ 

大
器
晩
成 

 
 
 

（ 
 
 
 

） 

⑸ 

推
敲 

 
 
 
 
 

（ 
 
 
 

） 
 

⑹ 

杜
撰 

 
 
 
 

（ 
 
 
 

） 

⑺ 

油
を
売
る 

 
 
 

（ 
 
 
 

） 
 

⑻ 

折
り
紙
を
つ
け
る
（ 

 
 
 

） 

 
 

ア 

む
や
み
に
命
令
や
法
律
な
ど
を
変
え
る
こ
と 

 

イ 

む
だ
話
な
ど
を
し
て
仕
事
を
な
ま
け
る
こ
と 

ウ 

大
人
物
は
お
く
れ
て
大
成
す
る
と
い
う
こ
と 

エ 

だ
い
じ
ょ
う
ぶ
で
あ
る
と
保
証
す
る
こ
と 

オ 

文
章
を
ね
り
に
ね
る
こ
と 

 
 

カ 

仲
の
悪
い
も
の
同
士
が
行
動
を
共
に
す
る
こ
と 

キ 

何
を
い
わ
れ
て
も
心
に
と
め
ず
、
聞
き
流
す
こ
と 

ク 

誤
り
が
多
い
こ
と 

 ３ 

次
の
（ 

 

）
に
身
体
の
一
部
を
表
す
漢
字
を
書
き
入
れ
て
慣
用
句
を
作
り
、
そ
の
意
味
を
あ
と
か
ら
選
び
な
さ
い
。 

（
各
５
点
）（
完
答
） 

 

⑴ 

（ 
 
 
 

）
を
割
る
〔 

 
 
 

〕 
 

⑵ 

（ 
 
 
 

）
に
衣
着
せ
ぬ
〔 

 
 
 

〕 
 

⑶ 

（ 
 
 
 

）
を
焼
く
〔 

 
 
 

〕 
 

⑷ 

（ 
 
 
 

）
を
ふ
る
う 

〔 
 
 
 

〕 
 

 

 

⑸ 

（ 
 
 
 

）
に
余
る
〔 

 
 
 

〕 
 

⑹ 

（ 
 
 
 

）
を
巻
く 

 

〔 
 
 
 

〕 
 

ア 

が
ま
ん
が
な
ら
な
い
こ
と 

 
 
 
 

イ 

能
力
を
十
分
に
発
揮
す
る
こ
と 

ウ 

味
方
を
す
る
こ
と 

 
 
 
 
 
 
 

エ 

か
く
さ
ず
に
打
ち
明
け
る
こ
と 

オ 

す
ご
さ
に
お
ど
ろ
く
こ
と 

 
 
 
 

カ 

ず
け
ず
け
と
も
の
を
言
う
こ
と 

キ 

最
初
に
話
し
出
す
こ
と 

 
 
 
 
 

ク 

し
ま
つ
に
こ
ま
る
こ
と 

 ４ 

次
の
（ 

 

）
に
適
当
な
漢
字
一
字
を
書
き
入
れ
、
文
を
完
成
さ
せ
な
さ
い
。（
各
５
点
） 

 

⑴ 

妹
の
落
胆
ぶ
り
は
、
ま
る
で
青
菜
に
（ 

 
 
 

）
だ
。 

 

⑵ 

あ
ま
り
（ 

 
 
 

）
に
乗
る
と
、
そ
の
う
ち
痛
い
目
に
あ
う
よ
。 

 
 

 
 

Ｍ
Ｊ 

小
６
国
語 

確
認
テ
ス
ト
⑧ 

こ
と
わ
ざ
・慣
用
句
・故
事
成
語 

名前 

得点 

／100 



 

 

  

１ 

次
の
各
文
の
〔 

 
〕
の
言
い
方
の
う
ち
、
正
し
い
方
を
そ
れ
ぞ
れ
選
び
な
さ
い
。（
各
４
点
） 

 

⑴ 

そ
ん
な
こ
と
を
〔 
ア 

い
た
し
て
は 

イ 

な
さ
っ
て
は 

〕
い
け
ま
せ
ん
。 

⑵ 

〔 

ア 

お
母
さ
ん 
イ 
お
母
さ
ま 

ウ  

母 

〕
が
お
会
い
し
た
い
と
〔 

エ 

申
し
て 

オ 

言
わ
れ
て 

 

カ 

言
っ
て 

〕
お
り
ま
し
た
。 

 

２ 

次
の
⑴
～
⑶
の
こ
と
ば
を
、
敬
語
と
し
て
適
切
な
表
現
に
直
し
、（ 

 

）
の
中
に
書
き
入
れ
な
さ
い
。
（
各
５
点
） 

 
 
 
 
 
 
 
 

① 

私
の
父
も
も
う
す
ぐ
（ 

 
 
 
 

 
 
 
 
  

）
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

② 

お
客
さ
ま
が
（ 

 
 
 
 

 
 
 
 
  

）
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 

 

① 

で
は
さ
っ
そ
く
で
す
か
ら
（ 

 
 
 
 

 
 
 
 
  

）
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 

② 

何
で
も
好
き
な
も
の
を
（ 

 
 
 
 

 
 
 
 
  

）
く
だ
さ
い
。 

 
 

 
 
 
 
 

① 

お
手
紙
を
（ 

 
 
 
 

 
 
 
 
  

）
し
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 

 

② 

あ
の
素
晴
ら
し
い
景
色
を
（ 

 
 
 
 

 
 
 
 
  

）
く
だ
さ
い
。 

 

３ 

次
の
各
文
の
―
―
線
部
を
、〈 

 

〉
内
の
指
示
に
し
た
が
っ
て
書
き
直
し
な
さ
い
。（
各
６
点
） 

 

⑴ 

遠
足
の
予
定
に
つ
い
て
先
生
が
話
し
た
。〈 

尊
敬
表
現
に
・
四
字
で 

〉（ 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 

） 

⑵ 

み
な
さ
ま
に
報
告
し
ま
す
。〈 

謙
譲
表
現
に
・
八
字
で 

〉 

（ 
 

 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 

） 

⑶ 

で
き
る
だ
け
早
く
行
き
ま
す
。〈 

謙
譲
表
現
に
・
五
字
で 

〉 

（ 
 

 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 

） 

 

４ 

次
は
、
小
学
校
の
先
生
と
男
子
生
徒
と
の
会
話
で
す
。 

 
 

Ａ
～
Ｆ
に
最
も
よ
く
あ
て
は
ま
る
こ
と
ば
を
、
そ
れ
ぞ
れ
あ
と

か
ら
選
び
な
さ
い
。（
各
５
点
） 

 
 

「
先
生
、
な
に
か 

Ａ 

で
す
か
。」 

「
き
み
の
進
学
の
こ
と
で
お
父
さ
ん
に
一
度 

Ｂ 

の
だ
が
、
明
日
の
午
後
、
学
校
ま
で
来
て 

Ｃ 
 

な
い
だ
ろ
う
か
ね
。」 

 
 

「
は
い
、
た
ぶ
ん
き
て 

Ｄ 

だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
で
も
、
先
生
は
明
日
何
時
ま
で
学
校
に 

Ｅ 

か
。」 

 
 

「
五
時
ご
ろ
ま
で
は
い
ま
す
。」 

 
 

「
で
は
、
帰
り
ま
し
た
ら
、
そ
の
よ
う
に 

Ｆ 

に
伝
え
ま
す
。」 

 
 

ア 

用
事 

 
 
 

 
 

イ 

父 
 
 
 

 
 
 

ウ 

お
り
ま
す 

 
 
 

 

エ 

お
目
に
か
か
り
た
い 

 
 

オ 

会
い
た
い 

 
 
 

カ 

も
ら
え
る 
 
 

 

キ 

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す 

ク 

い
た
だ
け 

 
 

ケ 

お
父
さ
ん 

 
 
 

コ 

く
だ
さ
る 

 
 
 

サ 

ご
用 

 
 
 

 
 
 

シ 

も
ら
え 

 
 
 

Ａ
（ 

 
 
 

） 

Ｂ
（ 

 
 
 

） 
 

Ｃ
（ 

 
 
 

） 
 
 

Ｄ
（ 

 
 
 

） 

Ｅ
（ 
 
 
 

） 
 

Ｆ
（ 

 
 
 

） 

 

５ 

次
の
各
文
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
敬
語
表
現
の
誤
り
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
部
分
を
改
め
て
、
全
文
を
書
き
直
し
な
さ
い
。 

（
各
５
点
） 

⑴ 

父
母
会
に
は
父
が
お
い
で
に
な
り
ま
す
。 

 
 

 
 
 

（ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
  

 
 
 

） 

⑵ 

私
の
家
に
先
生
が
お
う
か
が
い
す
る
そ
う
で
す
。 

（ 
 
 
 

 
  

 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

） 
 

Ｍ
Ｊ 

小
６
国
語 

確
認
テ
ス
ト
⑨ 

敬
語 

名前 

得点 

／100 

⑴ 

来
る 

⑵ 

食
べ
る 

⑶ 

見
る 



    

１ 

次
の
各
文
の
文
節
の
正
し
い
分
け
方
を
、
あ
と
か
ら
選
び
な
さ
い
。
（
各
５
点
） 

 

⑴ 

私
の
弟
は
今
年
八
歳
に
な
り
ま
す
。 

ア 

私
の
／
弟
は
／
今
年
／
八
歳
に
／
な
り
ま
す
。 

 
 

イ 

私
の
弟
は
／
今
年
／
八
歳
に
／
な
り
／
ま
す
。 

ウ 

私
の
／
弟
は
／
今
年
八
歳
に
／
な
り
ま
す
。 

⑵ 

と
て
も
い
そ
が
し
く
て
猫
の
手
も
借
り
た
い
ほ
ど
だ
。 

ア 

と
て
も
／
い
そ
が
し
く
て
／
猫
の
手
も
／
借
り
た
い
ほ
ど
だ
。 

 

イ 

と
て
も
／
い
そ
が
し
く
て
／
猫
の
／
手
も
／
借
り
た
い
／
ほ
ど
だ
。 

ウ 

と
て
も
／
い
そ
が
し
く
て
／
猫
の
／
手
も
／
借
り
た
い
ほ
ど
だ
。 

 

２ 

次
の
各
文
の
単
語
の
正
し
い
分
け
方
を
、
あ
と
か
ら
選
び
な
さ
い
（
各
６
点
） 

 

⑴ 

向
こ
う
の
森
は
お
そ
ら
く
静
か
だ
ろ
う
。 

ア 

向
こ
う
／
の
／
森
／
は
／
お
そ
ら
く
／
静
か
だ
ろ
／
う
。 

イ 

向
こ
う
／
の
／
森
／
は
／
お
そ
ら
く
／
静
か
だ
／
ろ
う
。 

ウ 

向
こ
う
／
の
／
森
／
は
／
お
そ
ら
く
／
静
か
／
だ
／
ろ
う
。 

⑵ 

三
人
の
子
ど
も
は
す
く
す
く
と
立
派
に
育
っ
た
。 

ア 

三
／
人
／
の
／
子
ど
も
／
は
／
す
く
す
く
／
と
／
立
派
に
／
育
っ
た
。 

イ 

三
人
／
の
／
子
ど
も
／
は
／
す
く
す
く
と
／
立
派
／
に
／
育
っ
／
た
。 

ウ 

三
人
／
の
／
子
ど
も
／
は
／
す
く
す
く
と
／
立
派
に
／
育
っ
／
た
。 

 

３ 

次
の
文
を
、
例
に
な
ら
っ
て
文
節
に
区
切
り
な
さ
い
。（
各
８
点
） 

 

【
例
】
今
朝
は
｜
と
て
も
｜
寒
く
て
｜
つ
ら
か
っ
た
。 

 

⑴ 

い
か
に
も
南
国
ら
し
い
夜
明
け
の
光
景
で
し
た
。 

⑵ 

早

く

ス

キ

ー

が

で

き

る

よ

う

に

な

り

た

い

。 

⑶ 
 

手
紙
は
も
ら
う
こ
と
だ
け
が
楽
し
い
の
で
は
な
く
、
書
く
楽
し
み
も
あ
り
ま
す
。 

 ４ 

次
の
文
を
、
例
に
な
ら
っ
て
単
語
に
区
切
り
な
さ
い
。（
各
８
点
） 

 

【
例
】
今
朝
｜
は
｜
と
て
も
｜
寒
く
｜
て
｜
つ
ら
か
っ
｜
た
。 

 

⑴ 

彼

は

完

全

に

自

分

の

使

命

を

果

た

し

た

。 

⑵ 

父

は

真

剣

な

顔

に

な

り

、

弟

の

方

に

向

き

直

っ

た

。 

⑶ 

い

か

に

苦

し

か

ろ

う

と

、

最

後

ま

で

や

り

ぬ

く

し

か

な

か

っ

た

の

で

す

。 

 ５ 

次
の
各
文
は
、
そ
れ
ぞ
れ
い
く
つ
の
文
節
と
単
語
か
ら
成
り
立
っ
て
い
ま
す
か
。
数
字
で
答
え
な
さ
い
。（
各
５
点
） 

⑴ 

岩
の
上
を
の
り
こ
え
て
落
ち
て
い
く
水
は
、
す
ご
く
速
い
。 

文
節
（ 

 
 
 
 

） 

単
語
（ 

 
 
 
 

） 

⑵ 

ぼ
く
た
ち
は
、
学
校
の
そ
ば
ま
で
行
っ
た
。 

 
 
 
 
 
 

文
節
（ 

 
 
 
 

） 

単
語
（ 

 
 
 
 

） 

⑶ 

少
女
の
顔
を
ひ
と
目
見
れ
ば
、
だ
れ
で
も
そ
れ
が
ク
ラ
ラ
だ
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
い
る
。 

文
節
（ 

 
 
 
 

） 

単
語
（ 

 
 
 
 

） 

Ｍ
Ｊ 

小
６
国
語 

確
認
テ
ス
ト
⑩ 

文
・文
節
・単
語 

 

名前 

得点 

／100 



 
 

   

１ 

次
の
各
文
か
ら
、
主
語
と
述
語
を
そ
れ
ぞ
れ
書
き
ぬ
き
な
さ
い
。（
各
５
点
）（
完
答
） 

 

⑴ 

丘
の
上
に
白
く
小
さ
な
雲
が
ぽ
っ
か
り
と
う
か
ん
で
い
る
。 

 
 

 

主
語
（ 

 
 
 
 
 
 

）
述
語
（ 

 
 
 
 
 
 

） 

⑵ 

ぼ
く
た
ち
は
は
げ
し
い
雨
の
中
を
け
ん
め
い
に
走
っ
た
。 

 
 
 

 

主
語
（ 

 
 
 

 
 
 
  

）
述
語
（ 

 
 
 
 
 
 

） 

⑶ 

朝
の
光
の
中
で
彼
の
横
顔
が
と
て
も
り
り
し
く
見
え
た
。 

 
 
 

 

主
語
（ 

 
 
 
 
 
 

）
述
語
（ 

 
 
 
 
 
 

） 

⑷ 

あ
の
古
び
た
門
こ
そ
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
山
門
で
す
。 

主
語
（ 

 
 
 
 
 
 

）
述
語
（ 

 
 
 
 
 
 

） 

 

２ 

次
の
各
組
の
中
か
ら
、
他
の
二
つ
と
は
文
の
型
が
異
な
る
も
の
を
選
び
、
そ
の
文
の
主
語
と
述
語
を
ぬ
き
出
し
な
さ
い
。 

 
 

 

ア 

ぼ
く
は
友
人
の
秘
密
を
知
っ
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（
各
８
点
）（
完
答
） 

⑴ 
 

イ 

ぼ
く
は
急
に
苦
し
く
な
っ
た
。 

 
 
 

主
語
（ 

 
 
 
 
 
 
 

） 

 
 

 

ウ 

ぼ
く
は
と
て
も
さ
び
し
か
っ
た
。 

 
 

述
語
（ 

 
 
 
 
 
 
 

） 

 
 

 

ア 

急
に
空
が
黒
く
か
げ
っ
た
。 

⑵ 
 

イ 

風
は
い
つ
も
よ
り
強
い
よ
う
だ
。 

 
 

主
語
（ 

 
 
 
 
 
 
 

） 

 
 

 

ウ 

弟
さ
え
貯
金
を
持
っ
て
い
る
。 

 
 
 

述
語
（ 

 
 
 
 
 
 
 

） 

 
 

 

ア 

今
年
の
冬
は
例
年
よ
り
寒
い
。 

⑶ 
 

イ 

今
日
は
今
年
一
番
の
寒
さ
だ 

。 
 
 

主
語
（ 

 
 
 
 
 
 
 

） 

 
 

 

ウ 

昨
日
は
暑
い
一
日
だ
っ
た 

。 
 
 
 

述
語
（ 

 
 
 
 
 
 
 

） 

 

３ 

次
の
各
文
か
ら
、
修
飾
語
を
す
べ
て
書
き
ぬ
き
な
さ
い
。
（
各
７
点
）
（
完
答
） 

⑴ 

春
の
や
わ
ら
か
い
日
ざ
し
が
明
る
く
照
っ
て
い
る
。（ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

） 

⑵ 

東
の
空
が
し
だ
い
に
明
る
く
な
り
だ
し
た
。 

  

（ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
  

 

） 

 
 ４ 

次
の 

 

線
部
の
こ
と
ば
が
修
飾
し
て
い
る
こ
と
ば
を
、
選
び
な
さ
い
。（
各
６
点
） 

 

⑴ 

か
つ
て 

ア

友
だ
ち
と 

イ

北
海
道
へ 

ウ

旅
行
し
た 

エ

こ
と
が 

オ

あ
る
。 

⑵ 

今
に
も 

ア

波
頭
が 

イ

小
屋
の 

ウ

上
に 

エ

く
ず
お
れ
て
く
る
よ
う
な 

オ

予
感
に 

カ

お
び
え
た
。 

⑶ 

窓
の
外
に
は 

ア

色
あ
せ
た 

イ

湖
が 

ウ

丘
の 

エ

多
い 

オ

岸
に 

カ

す
る
ど
く 

キ

ふ
ち
ど
ら
れ
て 

ク

遠
く 

ケ

か
な
た
ま
で 

 

コ

広
が
っ
て
い
た
。 

⑷ 

科
学
は
か
な
ら
ず 

ア

人
間
を 

イ

幸
福
に 

ウ

す
る
と 

エ

い
い
き
る 

オ

こ
と
は 

カ

と
う
て
い 

キ

で
き
な
い
。 

 

５ 

次
の
各
文
の 

 

線
部
の
こ
と
ば
が
修
飾
し
て
い
る
こ
と
ば
を
書
き
ぬ
き
な
さ
い
。（
各
６
点
） 

⑴ 

と
き
ど
き
、
強
い
風
が
窓
ガ
ラ
ス
を
ガ
タ
ガ
タ
と
鳴
ら
し
た
。 

 
 
 
 
 

（ 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

⑵ 

そ
の
湾
内
の
中
央
に
は
、
幅
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
カ
ラ
ス
島
と
呼
ば
れ
る
無
人
島
が
横
た
わ
っ
て
い
た
。 

（ 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

⑶ 

し
ば
ら
く
彼
は
そ
う
や
っ
て
画
を
見
て
い
た
が
、
や
が
て
興
味
を
失
っ
た
ら
し
く
、
足
早
に
去
っ
て
い
っ
た
。 

（ 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

 
 

 
 

Ｍ
Ｊ 

小
６
国
語 

確
認
テ
ス
ト
⑪ 

主
語
・述
語
・修
飾
語 

名前 

得点 

／100 



    

１ 

次
の
各
組
の
こ
と
ば
の
う
ち
、
他
と
性
質
の
異
な
る
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
び
な
さ
い
。（
各
４
点
） 

 

⑴ 

〔 

ア 

美
し
い 

 
イ 

遠
い 

 

ウ 

す
な
お
だ 

 

エ 

楽
し
い 

〕 

⑵ 

〔 

ア 

ふ
し
ぎ
な 

 
イ 

小
さ
な 

 

ウ 

た
く
み
な 

 

エ 

き
れ
い
な 

〕 

⑶ 

〔 

ア 

こ
れ 

 

イ 

あ
れ 

 
 

ウ 

そ
の 

 

エ 

ど
こ 

〕 

⑷ 

〔 

ア 

と
こ
ろ
が 

 

イ 

す
な
わ
ち 

 

ウ 

し
か
も 

 

エ 

い
つ
も 

〕 

⑸ 
 

〔 

ア 

急
ぐ 

 

イ 

す
ぐ 

 
ウ 
し
の
ぐ 

 

エ 

か
つ
ぐ 

〕 

 ２ 

次
の
各
文
の 

 

線
部
の
こ
と
ば
の
種
類
を
、
そ
れ
ぞ
れ
あ
と
か
ら
選
び
な
さ
い
。（
各
４
点
） 

⑴ 

だ
れ
が
行
く
の
か
。（ 

 
 
 

） 
 

⑵ 

ま
あ
、
き
れ
い
。 

 

（ 
 
 
 

） 
 
 

⑶ 

四
国
は
暖
か
い
。（ 

 
 
 

） 
 

⑷ 

遊
び
に
夢
中
だ
。 

（ 
 
 
 

） 
 

⑸ 

こ
の
絵
が
好
き
だ
。（ 

 
 
 

） 
 
 

⑹ 

あ
ち
ら
へ
行
け
。（ 

 
 
 

） 
 

ア 

普
通
名
詞 

 

イ 

固
有
名
詞 

 

ウ 

数
詞 

 

エ 

人
称
代
名
詞 

 

オ 

指
示
代
名
詞 

 

カ 

名
詞
で
は
な
い 

 

３ 

次
の
（ 

 

）
に
あ
て
は
ま
る
代
名
詞
を
、
あ
と
か
ら
選
び
な
さ
い
。（
各
５
点
） 

 

⑴ 

（ 
 
 
 

）
で
手
を
振
っ
て
い
る
の
が
私
の
恩
師
で
す
。 

⑵ 

（ 
 
 
 

）
も
似
た
り
寄
っ
た
り
だ
。 

⑶ 

お
じ
の
家
は
す
ぐ
（ 

 
 
 

）
の
角
を
曲
が
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。 

 

⑷ 

コ
ー
ヒ
ー
と
紅
茶
の
（ 

 
 
 

）
を
め
し
あ
が
り
ま
す
か
。 

ア 

こ
れ 

 
 

イ 

そ
れ 

 
 

ウ 

ど
れ 

 

エ 

こ
こ 

 
 

オ 

そ
こ 

 
 

カ 

ど
ち
ら 

 

キ 

こ
ち
ら 

ク 

あ
ち
ら 

 
 ４ 

次
の
各
文
の
（ 

 

）
に
あ
て
は
ま
る
こ
と
ば
を
、
あ
と
か
ら
選
ん
で
書
き
入
れ
な
さ
い
。
（
各
４
点
） 

⑴ 

豆
腐
を
三
（ 

 
 
 

）
く
だ
さ
い
。 

⑵ 

く
じ
ら
が
二
（ 

 
 
 

）、
仲
よ
く
泳
い
で
い
る
。 

⑶ 

三
（ 

 
 
 

）
の
書
類
を
提
出
す
る
。 

⑷ 

は
し
を
一
（ 

 
 
 

）
買
い
求
め
た
。 

〔 

膳 
 

服 
 

面 
 

丁 
 

個 
 

頭 
 

局 
 

戸 
 

通 
 

食 

〕 

 

５ 

次
の
語
を
変
化
さ
せ
て
、
あ
と
の
文
の
（ 

 

）
に
あ
て
は
ま
る
名
詞
を
作
っ
て
書
き
な
さ
い
。（
各
５
点
） 

 

⑴ 

楽
し
い 

 
 
 
 

① 

あ
の
と
き
の
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 

）
を
思
い
出
し
ま
す
。 

 
 
 
 

② 

父
の
帰
り
を
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 

）
に
待
つ
。 

⑵ 

高
い 

 
 
 
 

① 

（ 
 
 
 
 
 
 
 
 

）
の
見
物
と
し
ゃ
れ
こ
も
う
。 

 
 
 
 

② 

足
が
す
く
む
ほ
ど
の
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 

）
に
驚
く
。 

  
 

Ｍ
Ｊ 

小
６
国
語 

確
認
テ
ス
ト
⑫ 

単
語
の
種
類
（品
詞
）／
名
詞
・代
名
詞 

名前 

得点 

／100 



    

１ 

次
の
各
文
の
（ 

 
）
に
、「
行
く
」「
お
い
し
い
」「
静
か
だ
」
の
い
ず
れ
か
を
正
し
く
活
用
さ
せ
て
書
き
入
れ
な
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
各
５
点
） 

⑴ 

「
早
く
、（ 

 
 
 
 
 
 
 
 

）。」
と
、
父
は
私
に
う
な
が
し
た
。 

 

⑵ 

彼
の
よ
う
に
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 

）
男
は
初
め
て
見
る
。 

 

⑶ 

こ
の
料
理
は
高
い
だ
け
で
、
少
し
も
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 

）
な
い
。 

 

⑷ 

今
日
の
会
議
は
と
て
も
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 

）
た
。 

 

⑸ 

雨
が
降
っ
て
も
、
ぼ
く
は
必
ず
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 

）
ま
す
。 

 

２ 

次
の
各
組
の
―
―
線
部
の
こ
と
ば
の
う
ち
、
用
言
は
ど
ち
ら
で
す
か
。（
各
５
点
） 

 
 
 

ア 

母
は
立
派
だ
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

ア 

弟
は
熱
が
あ
る
。 

 
 
 

イ 

兄
は
中
学
生
だ
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

イ 

あ
る
駅
に
着
く
。 

 

３ 

次
の
こ
と
ば
を
活
用
さ
せ
て
（ 

 

）
に
書
き
入
れ
、
文
が
通
じ
る
よ
う
に
し
な
さ
い
。（
各
９
点
） 

 
 
 
 
 
 
 
 

① 

も
っ
と
よ
く
（ 

 
 
 
 
 
 
 

）
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

⑴ 

味
わ
う 

 

② 

も
っ
と
ゆ
っ
く
り
（ 

 
 
 
 
 
 
 

）
ば
い
い
の
に
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

③ 

も
っ
と
（ 

 
 
 
 
 
 
 

）
う
ね
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

① 

父
も
さ
ぞ
（ 

 
 
 
 
 
 
 

）
う
。 

 

⑵ 

つ
ら
い 

 

② 

父
は
何
か
と
い
う
と
兄
に
（ 

 
 
 
 
 
 
 

）
あ
た
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

③ 

父
も
か
な
り
（ 

 
 
 
 
 
 
 

）
た
よ
う
だ
。 

 
 ４ 

次
の
各
文
に
あ
て
は
ま
る
動
詞
の
送
り
が
な
を
、
そ
れ
ぞ
れ
（ 

 

）
に
書
き
入
れ
な
さ
い
。（
各
４
点
） 

 
 
 
 

① 

彼
の
顔
を
見
て
気
持
ち
が
和
（ 

 
 
 
 
 

）
の
が
わ
か
る
。 

② 

彼
の
気
持
ち
を
和
（ 

 
 
 
 
 

）
た
め
に
冗
談
を
言
う
。 

 
 
 

 

 

① 

長
年
の
目
的
を
よ
う
や
く
果
（ 

 
 
 
 
 

）
た
。 

② 

祝
賀
会
は
十
時
前
に
よ
う
や
く
果
（ 

 
 
 
 
 

）
た
。 

 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

① 

鉄
道
の
ダ
イ
ヤ
が
乱
（ 

 
 
 
 
 

）
ば
、
利
用
者
は
困
る
。 

② 

台
風
が
鉄
道
の
ダ
イ
ヤ
を
大
幅
に
乱
（ 

 
 
 
 
 

）
た
。 

 

 
 
 
 

① 

す
べ
て
の
夢
が
費
（ 

 
 
 
 
 

）
て
し
ま
っ
た
。 

② 

残
り
の
時
間
を
詩
の
暗
唱
に
費
（ 

 
 
 
 
 

）
う
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

５ 

次
の
各
組
の
―
―
線
部
の
こ
と
ば
の
中
か
ら
、
他
の
二
つ
と
は
異
な
る
も
の
を
選
び
な
さ
い
。（
各
５
点
） 

 
  

  

ア 

そ
れ
は
大
き
な
成
果
だ
。 

 
 
 
 
 
 
 

 

ア 

彼
に
は
勇
気
が
な
い
。 

 

⑴ 
 

イ 

こ
こ
ま
で
来
れ
ば
安
全
だ
。 

 
 
 
 

⑵ 
 

イ 

な
ぜ
か
く
や
し
く
な
い
。 

 
 
 
 

ウ 

ぼ
く
は
り
ん
ご
が
好
き
だ 

 
 
 
 
 
 
 

 

ウ 

姉
は
決
し
て
怒
ら
な
い
。 

ア 

ス
イ
ス
の
あ
る
町
で
彼
を
み
か
け
た
。 

 

⑶ 
 

イ 

そ
ん
な
の
は
ど
こ
に
で
も
あ
る
話
だ
。 

 
 
 
 

ウ 

う
る
お
い
の
あ
る
生
活
を
送
り
た
い
。 

 

Ｍ
Ｊ 

小
６
国
語 

確
認
テ
ス
ト
⑬ 

動
詞
・形
容
詞
・形
容
動
詞 

名前 

得点 

／100 

⑴ 

⑵ 

⑷ ⑶ ⑵ ⑴ 



    

１ 

次
の
各
文
の
中
か
ら
副
詞
を
一
つ
ず
つ
書
き
ぬ
き
な
さ
い
。
ま
た
、
そ
れ
ら
の
副
詞
が
あ
と
の
ア
～
ウ
の
ど
れ
に
あ
た
る
か
を
、

記
号
で
答
え
な
さ
い
。（
各
５
点
）（
完
答
） 

 

⑴ 

人
口
の
高
齢
化
が
し
だ
い
に
進
ん
で
い
る
。 

（ 
 
 
 
 
 
 
 
 

）（ 
 
 
 

） 

⑵ 

私
も
ぜ
ひ
連
れ
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。 

 
 

（ 
 
 
 
 
 
 
 
 

）（ 
 
 
 

） 

⑶ 

意
外
な
こ
と
に
、
か
な
り
暖
か
か
っ
た
。 

 

（ 
 
 
 
 
 
 
 
 

）（ 
 
 
 

） 

⑷ 

姉
は
た
い
へ
ん
い
そ
が
し
い
ら
し
い
。 

 
 

（ 
 
 
 
 
 
 
 
 

）（ 
 
 
 

） 

⑸ 

は
い
、
私
も
そ
う
思
い
ま
す
。 

 
 
 
 

 

（ 
 
 
 
 
 
 
 
 

）（ 
 
 
 

） 

⑹ 

父
は
ぼ
そ
ぼ
そ
と
何
ご
と
か
つ
ぶ
や
い
た
。 
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 

）（ 
 
 
 

） 

⑺ 

雪
は
な
ぜ
降
る
の
だ
ろ
う
か
。 

 
 
 
 

 

（ 
 
 
 
 
 
 
 
 

）（ 
 
 
 

） 

⑻ 

明
日
は
た
ぶ
ん
快
晴
に
な
る
で
し
ょ
う
。 

 

（ 
 
 
 
 
 
 
 
 

）（ 
 
 
 

） 

ア 

状
態
を
表
し
て
い
る
副
詞 

 
 

イ 

程
度
を
表
し
て
い
る
副
詞 

 
 

ウ 

呼
応
の
副
詞 

 

２ 

次
の
―
―
線
部
の
こ
と
ば
に
注
意
し
て
、
□
に
あ
て
は
ま
る
ひ
ら
が
な
を
書
き
な
さ
い
。（
各
５
点
） 

 

⑴ 

よ
も
や
負
け
る
こ
と
は
あ
る
□
□
。 

 
 
 

 
 
 

（ 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

⑵ 

た
と
え
君
が
行
か
な
く
□
□
、
ぼ
く
は
行
く
。  

（ 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

⑶ 

そ
ん
な
こ
と
、
ち
っ
と
も
知
ら
□
□
□
た
。 

 
 

（ 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

 

⑷ 

ま
さ
か
雪
は
降
ら
□
□
□
□
□
。 

 
 
 
 
 

 

（ 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

⑸ 

必
ず
し
も
当
選
す
る
と
は
限
り
□
□
□
。 

 
 
 
 
 
 

（ 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

⑹ 

ま
る
で
雨
が
降
っ
た
□
□
□
道
路
が
ぬ
れ
て
い
る
。（ 

 
 
 
 
 
 
 
 

） 

 
 ３ 

次
の
―
―
線
部
の
副
詞
が
修
飾
し
て
い
る
こ
と
ば
を
、
そ
れ
ぞ
れ
一
文
節
で
書
き
ぬ
き
な
さ
い
。
（
各
６
点
） 

 

⑴ 

父
は
と
き
ど
き
く
つ
下
を
裏
が
え
し
に
は
く
と
い
う
く
せ
を
持
っ
て
い
て
、
み
な
に
笑
わ
れ
ま
す
。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（ 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

⑵ 

何
か
と
い
う
と
す
ぐ
人
に
責
任
を
転
嫁
す
る
こ
と
が
、
彼
が
き
ら
わ
れ
る
最
大
の
理
由
で
す
。 

（ 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

⑶ 

い
き
な
り
見
知
ら
ぬ
人
が
目
の
前
に
現
れ
た
の
で
、
私
は
息
が
止
ま
り
そ
う
な
ほ
ど
に
び
っ
く
り
し
た
。 

 

（ 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

 

４ 

次
の
各
組
の
（ 

 

）
に
あ
て
は
ま
る
こ
と
ば
を
、
そ
れ
ぞ
れ
あ
と
か
ら
選
び
な
さ
い
。（
各
２
点
） 

 
 

 

① 

金
属
音
が
（ 

 
 
 

）
耳
に
ひ
び
く
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

⑴ 
 

② 

重
苦
し
い
音
が
（ 

 
 
 

）
腹
に
ひ
び
く
。 

 
 

 

③ 

鐘
が
け
た
た
ま
し
く
（ 

 
 
 

）
鳴
り
ひ
び
く
。 

 
 

 

ア 

ズ
ン
ズ
ン
と 

 

イ 

カ
ン
カ
ン
と 

 

ウ 

キ
ン
キ
ン
と 

 

エ 

コ
ン
コ
ン
と 

① 

大
粒
の
雨
が
（ 

 
 
 

）
顔
に
当
た
っ
た
。 

⑵ 
 

② 

小
雨
が
（ 

 
 
 

）
降
り
続
き
、
う
っ
と
う
し
い
。 

 
 

 

③ 

花
び
ら
が
（ 

 
 
 

）
湖
面
に
舞
い
落
ち
る
。 

 
 
 
 

ア 

ば
さ
ば
さ
と 

 

イ 

ひ
ら
ひ
ら
と 

 

ウ 

し
と
し
と
と 

 

エ 

ぽ
つ
ぽ
つ
と 

 

Ｍ
Ｊ 

小
６
国
語 

確
認
テ
ス
ト
⑭ 

副
詞
／
擬
声
語
・
擬
態
語 

名前 

得点 

／100 



   

１ 

次
の
文
章
中
か
ら
指
示
語
を
書
き
ぬ
き
、
そ
の
指
示
語
が
指
し
示
し
て
い
る
内
容
を
書
き
ぬ
き
な
さ
い
。
（
各
10
点
）（
完
答
） 

 

⑴ 

「
彼
は
ま
ち
が
っ
て
い
る
」
と
兄
が
言
っ
た
。
そ
こ
で
、
ぼ
く
は
す
か
さ
ず
、「
ぼ
く
も
そ
う
思
う
」
と
答
え
た
。 

 
 
 

（ 
 
 
 
 
 
 
 
 

）（ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

⑵ 

何
日
も
の
航
海
の
あ
と
、
彼
は
見
知
ら
ぬ
大
き
な
島
を
発
見
し
ま
し
た
。
そ
れ
こ
そ
ま
さ
に
彼
が
さ
が
し
求
め
て
い
た
新
大

陸
で
し
た
。 

（ 
 
 
 
 
 
 
 
 

）（ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

 

２ 

次
の
文
章
中
の
―
―
線
部
が
指
し
て
い
る
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
書
き
な
さ
い
。
（
各
10
点
） 

 

⑴ 

ど
ん
な
に
整
然
と
し
た
理
論
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
が
い
っ
た
ん
人
間
の
こ
と
に
関
係
し
て
き
た
と
な
る
と
、
そ
れ
で
万
事
を

お
し
は
か
る
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
。 

 
  

 
 

（ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

⑵ 

キ
ノ
コ
の
栄
養
と
な
る
土
壌
に
は
、
ま
ず
オ
ガ
ク
ズ
と
ヌ
カ
を
ま
ぜ
、
こ
れ
を
コ
メ
の
ト
ギ
汁
で
こ
ね
る
の
だ
そ
う
だ
。
つ

い
で
、
こ
れ
を
広
口
び
ん
に
入
れ
、
殺
菌
を
す
る
。 

 
 
 
 

 

（ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

） 

 ３ 

次
の
（ 

 

）
に
あ
て
は
ま
る
接
続
語
を
、
そ
れ
ぞ
れ
あ
と
か
ら
選
び
な
さ
い
。（
各
６
点
） 

 

⑴ 

す
っ
か
り
春
め
い
て
き
た
。（ 

 
 
 

）、
頂
上
に
は
残
雪
が
あ
る
。 

⑵ 

彼
は
ス
キ
ー
に
行
く
そ
う
だ
。（ 

 
 
 

）、
君
は
ど
こ
へ
行
く
の
。 

⑶ 

太
陽
が
顔
を
出
し
た
。（ 

 
 
 

）、
辺
り
の
景
色
が
一
変
し
た
。 

 

⑷ 

一
週
間
後
、（ 

 
 
 

）
ク
リ
ス
マ
ス
・
イ
ブ
に
は
帰
る
。 

⑸ 

兄
は
元
気
が
な
か
っ
た
。（ 

 
 
 

）
姉
も
し
お
れ
て
い
た
。 

ア 

と
こ
ろ
で 

 
 

イ 

あ
る
い
は 

 
 

ウ 

つ
ま
り 

 

エ 

す
る
と 

 

オ 

し
か
し 

 
 

カ 
そ
し
て 

 ４ 

次
の
各
文
章
の
（ 

 

）
に
あ
て
は
ま
る
接
続
語
を
、
そ
れ
ぞ
れ
あ
と
か
ら
選
び
な
さ
い
。
⑵
は
同
じ
記
号
を
二
度
使
っ
て
も

か
ま
い
ま
せ
ん
。（
各
５
点
） 

 

⑴ 

い
ま
、
君
は
プ
ラ
モ
デ
ル
が
大
好
き
だ
と
す
る
。
ほ
し
く
て
、
ほ
し
く
て
た
ま
ら
な
い
。（ 

 
 
 

）、
あ
る
日
、
君
の
家

の
前
に
、
そ
の
ほ
し
く
て
た
ま
ら
な
い
プ
ラ
モ
デ
ル
が
落
ち
て
い
た
と
す
る
。（ 

 
 
 

）、
そ
れ
を
見
た
君
は
ど
う
す
る
だ

ろ
う
か
。 

 
 

ア 

な
ぜ
な
ら 

 
 

イ 

す
る
と 

 
 

ウ 

や
は
り 

 

エ 

そ
し
て 

 

オ 

け
れ
ど 

 
 

カ 

す
な
わ
ち 

  

⑵ 

日
本
語
と
い
う
言
葉
に
対
し
て
国
語
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
二
つ
は
同
じ
も
の
を
意
味
し
て
い
る
よ
う
で
、
実
は

そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。（ 

 
 
 

）、
国
語
と
い
う
言
葉
が
指
し
て
い
る
対
象
は
一
つ
だ
か
ら
で
す
。（ 

 
 
 

）、
日
本

語
の
中
の
さ
ま
ざ
ま
な
方
言
の
中
か
ら
一
つ
の
方
言
を
選
び
、
そ
の
方
言
に
す
べ
て
の
方
言
の
標
準
と
な
る
と
い
う
特
権
を
あ

た
え
た
も
の
を
国
語
と
決
め
て
い
る
の
で
す
。 

 
 
 

（ 
 
 
 

）、
母
語
と
い
う
言
葉
も
あ
り
ま
す
。
母
語
と
い
う
の
は
文
字
ど
お
り
話
し
手
の
お
母
さ
ん
の
言
葉
の
こ
と
を
言

い
ま
す
。（ 

 
 
 

）、
そ
の
人
が
お
母
さ
ん
か
ら
乳
を
も
ら
う
よ
う
に
自
然
に
も
ら
っ
た
言
葉
と
い
う
意
味
で
す
。 

 
 

ア 

つ
ま
り 

 
 

イ 

ま
た 

 
 

ウ 

な
ぜ
な
ら 

 

エ 

だ
か
ら 

Ｍ
Ｊ 

小
６
国
語 

確
認
テ
ス
ト
⑮ 

指
示
語
・接
続
語 

名前 

得点 

／100 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 
 

   

１ 

次
の
各
文
の
□
に
あ
て
は
ま
る
よ
う
に
、〔 

 

〕
内
の
意
味
を
そ
え
る
助
動
詞
を
ひ
ら
が
な
で
書
き
な
さ
い
。（
各
６
点
） 

 

⑴ 

ま
る
で
り
ん
ご
の
□
□
□
ほ
お
を
し
て
い
る
。〔
た
と
え
〕 

 
 
 
 

（ 
 

 
 
 
 
 
 
  

 

） 

⑵ 

彼
の
よ
う
に
ぼ
く
も
努
力
し
続
け
□
□
と
心
に
誓
っ
た
。〔
意
志
〕 

（ 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 

） 

⑶ 

母
は
八
百
屋
に
か
ぼ
ち
ゃ
を
届
け
□
□
た
。〔
使
役
〕 

 
  

 
 

 
 

（ 
 

 
 
 
 
 
 
  

 

） 

 

⑷ 

弟
は
す
ぐ
に
ジ
ュ
ー
ス
を
飲
み
□
□
□
。〔
希
望
〕 

 
 
 
 

 
 
 

（ 
 
 
 
 
 
 
  

 
 

） 

 
 
 ２ 

次
の
文
の
―
―
線
部
の
こ
と
ば
と
意
味
・
用
法
が
同
じ
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
あ
と
か
ら
選
び
な
さ
い
。
（
各
７
点
） 

 

⑴ 

ア
メ
リ
カ
の
首
都
は
ワ
シ
ン
ト
ン
だ
。 

ア 

彼
は
親
切
な
人
だ
。 

 
 

 
 
 

イ 

こ
こ
は
と
て
も
静
か
だ
。 

ウ 

彼
は
意
地
悪
だ
。 

 
 
 

 
 
 

エ 

イ
ン
ク
の
に
じ
ん
だ
手
紙
。 

⑵ 

新
聞
記
者
に
写
真
を
撮
ら
れ
た
。 

ア 

春
の
気
配
が
感
じ
ら
れ
る
。 

 
 

イ 

先
生
が
歩
い
て
来
ら
れ
る
。 

ウ 

国
宝
は
大
切
に
さ
れ
る
。 

 
 
 

エ 

ゆ
っ
く
り
寝
ら
れ
る
。 

⑶ 

あ
そ
こ
に
い
る
の
は
犬
ら
し
い
。 

ア 

弟
も
行
き
た
い
ら
し
い
。 

 
 
 

イ 

本
ら
し
い
本
を
読
ん
で
い
な
い
。 

ウ 

彼
の
態
度
は
男
ら
し
い
。 

 
 
 

エ 

子
供
ら
し
い
可
愛
い
し
ぐ
さ
。 

⑷ 

彼
は
今
日
は
ど
こ
へ
も
行
か
な
い
よ
う
だ
。 

ア 

彼
が
す
る
話
は
い
つ
も
全
く
つ
ま
ら
な
い
。 

 
 
 

イ 

図
書
館
か
ら
借
り
た
こ
の
本
は
お
も
し
ろ
く
な
い
。 

ウ 

決
し
て
眠
ら
な
い
人
な
ど
、
い
る
わ
け
が
な
い
。 

 
 

エ 

そ
の
こ
と
を
知
る
人
は
た
い
へ
ん
少
な
い
。 

 

３ 

次
の
各
組
の
―
―
線
部
の
こ
と
ば
の
う
ち
、
他
と
は
意
味
・
用
法
が
異
な
る
も
の
を
一
つ
ず
つ
選
び
な
さ
い
。（
各
８
点
） 

 
 
 
 

ア 

危
う
い
と
こ
ろ
を
友
人
に
助
け
ら
れ
る
。 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

ア 

兄
は
東
京
で
元
気
に
働
い
て
い
る
そ
う
だ
。 

 
 
 

 

イ 

こ
れ
ぐ
ら
い
の
寒
さ
な
ら
な
ん
と
か
た
え
ら
れ
る
。 

 
 

 
 

イ 

兄
は
父
の
い
ど
こ
ろ
を
知
っ
て
い
る
そ
う
だ
。 

 
 
 
 

ウ 

イ
チ
ョ
ウ
の
木
が
校
庭
に
植
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

 
 

ウ 

兄
は
ア
メ
リ
カ
に
留
学
す
る
そ
う
だ
。 

 
 
 
 

エ 

そ
の
子
犬
は
捨
て
ら
れ
る
運
命
に
あ
っ
た
。 

 
 
 
 
 

 
 

エ 

兄
は
ど
こ
と
な
く
さ
び
し
そ
う
だ
。 

 
 

ア 

彼
は
変
わ
っ
た
洋
服
を
た
く
さ
ん
持
っ
て
い
る
。 

 
 
 
 

ア 

十
時
に
な
っ
た
ら
寝
よ
う
と
思
い
ま
す
。 

 
 
 
 

イ 

夕
べ
見
た
映
画
は
と
て
も
お
も
し
ろ
か
っ
た
。 

 
 
 
 
 

イ 

ぼ
く
も
先
生
の
家
を
た
ず
ね
て
み
よ
う
。 

 
 
 
 

ウ 

兄
は
と
て
も
元
気
で
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

ウ 

明
日
か
ら
毎
日
勉
強
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。 

 
 
 
 

エ 

試
合
に
負
け
て
と
て
も
く
や
し
か
っ
た
。 

 
 
 
 
 
 
 

エ 

母
も
父
の
帰
り
を
持
ち
わ
び
て
い
よ
う
。 

 

 

ア 

兄
は
何
も
か
も
知
っ
て
い
る
よ
う
だ
。 

 
 
 
 
 

 
 

 

ア 

空
を
飛
ん
で
い
る
よ
う
な
気
持
ち
で
し
た
。 

 
 
 
 

イ 

両
方
の
肩
に
ま
る
で
石
を
の
せ
て
い
る
よ
う
だ
。 

 
 

 
 

イ 

兄
の
よ
う
な
立
派
な
科
学
者
に
な
り
た
い
。 

 
 
 
 

ウ 

だ
れ
か
木
の
か
げ
に
い
た
よ
う
だ
。 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

ウ 

父
は
鬼
の
よ
う
な
顔
を
し
て
怒
っ
た
。 

 
 

 
 

エ 

料
理
は
も
う
で
き
あ
が
っ
た
よ
う
だ
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

エ 

バ
ケ
ツ
を
ひ
っ
く
り
返
し
た
よ
う
な
大
雨
だ
。 

 
 

Ｍ
Ｊ 

小
６
国
語 

確
認
テ
ス
ト
⑯ 

助
動
詞 

名前 

得点 

／100 

⑹ ⑷ ⑵ 

⑸ ⑶ ⑴ 



 

 

  

１ 

次
の
各
文
の
―
―
線
部
の
助
詞
と
ほ
ぼ
同
じ
働
き
を
す
る
助
詞
を
、
そ
れ
ぞ
れ
あ
と
か
ら
選
び
な
さ
い
。（
各
７
点
） 

 

⑴ 

苦
し
い
が
、
最
後
ま
で
や
り
ぬ
く
し
か
な
い
。 

（ 
 
 
 

） 

⑵ 

弟
さ
え
そ
の
程
度
の
こ
と
は
知
っ
て
い
る
。  

（ 
 
 
 

） 

⑶ 

宿
題
も
終
わ
っ
た
し
、
あ
と
は
ね
る
ば
か
り
だ
。（ 

 
 
 

） 

 

⑷ 

明
日
か
ら
祇
園
祭
り
が
始
ま
り
ま
す
。 

 
 

 

（ 
 
 
 

） 

 
  

ア 

よ
り 

 
 

イ 

だ
け 

 
 

ウ 
で
も 

 
 

エ 

け
れ
ど 

 
 

オ 

の
で 

 
 
 

カ 

と 

 

２ 

次
の
各
文
の
―
―
線
部
の
こ
と
ば
と
意
味
・
用
法
が
同
じ
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
あ
と
か
ら
選
び
な
さ
い
。（
各
８
点
） 

 

⑴ 

こ
れ
は
私
の
本
で
す
。 

ア 

父
の
書
い
た
本
が
本
屋
に
あ
っ
た
。 

 
 
 
 

イ 
そ
の
棚
に
あ
る
黄
色
い
の
を
く
だ
さ
い
。 

ウ 

何
を
し
て
い
る
の
と
妹
が
き
い
た
。 

 
 
 
 

エ 
気
分
転
換
に
外
の
空
気
を
吸
っ
て
く
る
。 

⑵ 

雨
な
ど
降
る
も
の
か
。 

ア 

明
日
は
晴
れ
る
だ
ろ
う
か
。 

 
 
 

 
 
 
 

イ 

い
い
天
気
だ
か
ら
、
駅
ま
で
歩
こ
う
か
。 

ウ 

そ
ん
な
不
思
議
な
こ
と
が
あ
る
も
の
か
。 

 
 

エ 

君
は
先
生
の
家
の
電
話
番
号
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。 

⑶ 

大
雪
で
鉄
道
の
ダ
イ
ヤ
が
大
幅
に
乱
れ
る
。 

ア 

今
日
、
先
生
は
急
用
で
休
ま
れ
た
。 

 
 
 
 

イ 

新
聞
紙
で
か
ぶ
と
を
作
る
。 

ウ 

道
路
で
遊
ん
で
は
い
け
ま
せ
ん
。 

 
 
 
 
 

エ 

こ
の
あ
た
り
は
空
気
が
き
れ
い
で
快
い
。 

⑷ 

忘
れ
も
の
を
家
ま
で
取
り
に
行
く
。 

ア 

正
午
に
東
京
駅
で
お
じ
と
会
う
。 

 
 
 

 
 

イ 

祖
父
は
二
階
の
書
斎
に
い
ま
す
。 

ウ 

宿
題
を
兄
と
姉
に
手
伝
っ
て
も
ら
う
。 

 
 
 

エ 

家
族
そ
ろ
っ
て
ラ
グ
ビ
ー
を
見
に
行
く
。 

⑸ 

私
に
さ
え
理
解
で
き
る
や
さ
し
い
理
論
だ
。 

ア 

雨
が
降
り
、
風
さ
え
出
て
き
た
。 

 
 
 
 
 

イ 

小
学
生
に
な
っ
て
も
ひ
ら
が
な
さ
え
読
め
な
い
。 

ウ 

元
気
で
さ
え
い
て
く
れ
た
ら
い
い
。 

 
 
 
 

エ 

他
の
飲
み
物
が
な
く
て
も
牛
乳
さ
え
あ
れ
ば
い
い
。 

⑹ 

彼
は
自
分
の
立
場
ば
か
り
主
張
し
て
い
る
。 

ア 

弟
は
マ
ン
ガ
ば
か
り
読
ん
で
い
る
。 

 
 
 
 

イ 

届
い
た
ば
か
り
の
小
包
を
開
け
て
み
る
。 

ウ 

つ
っ
た
魚
は
大
小
合
わ
せ
て
十
ぴ
き
ば
か
り
だ
。
エ 

そ
れ
は
百
年
ば
か
り
前
に
起
き
た
事
件
で
す
。 

 

⑺ 

月
日
の
過
ぎ
行
く
の
は
本
当
に
早
い
。 

ア 

あ
の
山
が
チ
ョ
モ
ラ
ン
マ
で
す
。 
 
 
 

 
 

イ 

こ
れ
が
彼
の
設
計
し
た
建
物
か
。 

ウ 

き
れ
に
い
な
の
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。 

 
 
 

エ 

せ
み
の
鳴
き
声
が
う
る
さ
い
。 

 

３ 

次
の
各
組
の
―
―
線
部
の
助
詞
の
う
ち
、
他
と
は
意
味
・
用
法
が
異
な
っ
て
い
る
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
選
び
な
さ
い
。 

（
各
８
点
） 

 
 
 
 

 

ア 

結
果
を
発
表
す
る
か
ら
、
静
か
に
し
て
く
れ
。 

 
 

 

ア 

こ
の
薬
を
飲
む
と
楽
に
な
る
。 

 
 
 
 

 

イ 

い
そ
が
し
い
か
ら
失
礼
す
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

イ 

春
に
な
る
と
桜
の
花
が
咲
く
。 

 
 
 
 

 

ウ 

明
日
の
早
朝
か
ら
工
事
が
始
ま
る
。 

 
 
 
 
 
 
 

ウ 

彼
が
話
し
だ
す
と
長
く
な
る
。 

 
 
 
 

 

エ 

外
は
寒
そ
う
だ
か
ら
、
コ
ー
ト
を
持
っ
て
行
く
。 

 
 

エ 

美
し
い
海
と
青
々
と
し
た
山
が
見
え
る
。 

 
 
 

 
 

Ｍ
Ｊ 

小
６
国
語 

確
認
テ
ス
ト
⑰ 

助
詞 

名前 

得点 

／100 

⑴ 

⑵ 



 
  

  

１ 

次
の
四
字
熟
語
の
読
み
が
な
を
（ 

 

）
に
書
き
な
さ
い
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
意
味
を
あ
と
か
ら
選
び
、〔 

 

〕
に
記
号
で

答
え
な
さ
い
。
（
各
７
点
）（
完
答
） 

 

⑴ 

自
業
自
得
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

）〔 
 
 
 

〕
⑵ 

言
語
道
断
（ 

 
 
 
 
 

 
 
 
  

 
 

）〔 
 
 
 

〕 

⑶ 

傍
若
無
人
（ 

 
 
 
 
 

 
 
 
  

 
 

）〔 
 
 
 

〕
⑷ 

我
田
引
水
（ 

 
 
 
 
 

 
 
 
  

 
 

）〔 
 
 
 

〕 

⑸ 

支
離
滅
裂
（ 

 
 
 
 
 

 
 
 
  

 
 

）〔 
 
 
 

〕
⑹ 

異
口
同
音
（ 

 
 
 
 
 

 
 
 
  

 
 

）〔 
 
 
 

〕 

 
 

ア 

自
分
の
し
た
こ
と
の
報
い
が
自
分
に
返
っ
て
く
る
こ
と 

 

イ 

ま
わ
り
に
か
ま
わ
ず
、
勝
手
き
ま
ま
に
ふ
る
ま
う
こ
と 

 
 

ウ 

も
っ
て
の
ほ
か
で
あ
る
こ
と 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

エ 

多
く
の
人
が
同
じ
こ
と
を
言
う
こ
と 

オ 

ば
ら
ば
ら
で
筋
道
が
た
た
な
い
こ
と 

 
 
 
 
 
 
 
 

カ 

自
分
の
都
合
の
よ
い
よ
う
に
す
る
こ
と 

 

２ 

次
の
各
文
の
□
□
□
□
に
あ
て
は
ま
る
四
字
熟
語
を
、
そ
れ
ぞ
れ
あ
と
の
漢
字
を
組
み
合
わ
せ
て
書
き
な
さ
い
。（
各
６
点
） 

 

⑴ 

外
国
語
は
□
□
□
□
に
は
習
得
で
き
な
い
。
根
気
が
大
切
だ
。 

 
 
 
 

〔 

朝 

昼 

夜 

夕 

晩 

行 

一 

二 

兼 

一 

〕 
（ 

 
 
 
 
 

 
 
 
  

 
 

） 

⑵ 

急
に
困
っ
た
こ
と
が
起
こ
っ
た
時
は
、
君
の
判
断
で
□
□
□
□
に
処
理
し
な
さ
い
。 

 
 
 

〔 

処 

自 

臨 

状 

置 

急 

応 

差 

機 

変 

〕 

（ 
 
 
 
 
 

 
 
 
  

 
 

） 

⑶ 

仲
間
と
な
に
か
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
こ
と
は
、
楽
し
い
し
、
健
康
に
も
い
い
し
、
□
□
□
□
と
い
う
も
の
だ
。 

〔 

石 

二 

両 

共 

挙 

丁 

一 

得 

調 

徳 

〕 

（ 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

） 

 

３ 

次
の
各
文
の 

 

線
部
の
語
句
の
意
味
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
あ
と
か
ら
選
び
な
さ
い
。
（
各
６
点
） 

 

⑴ 

古
本
屋
で
掘
り
出
し
物
を
見
つ
け
る
。 

 
 

ア 

な
か
な
か
さ
が
し
当
て
る
こ
と
の
で
き
な
い
大
切
な
も
の 

イ 

苦
労
し
て
よ
う
や
く
求
め
た
古
い
時
代
の
も
の 

 

ウ 

だ
れ
も
か
れ
も
が
ほ
し
が
っ
て
い
る
貴
重
な
も
の 

 
 
 

エ 

思
い
も
よ
ら
ず
安
く
手
に
入
れ
た
価
値
の
あ
る
も
の 

⑵ 

な
ん
と
か
彼
と
折
り
合
い
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。 

ア 

そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
分
を
決
め
る
こ
と 

 
 

イ 

き
ち
ん
と
け
じ
め
を
つ
け
る
こ
と 

 

ウ 

ゆ
ず
り
合
っ
て
話
を
ま
と
め
る
こ
と 

 
 

エ 

利
益
と
損
害
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
こ
と 

 

 ４ 

次
の
語
の
意
味
と
し
て
適
当
な
も
の
を
そ
れ
ぞ
れ
あ
と
か
ら
選
び
な
さ
い
。（
各
２
点
） 

 

⑴ 

道 

① 

道
を
誤
る 

（ 
 
 
 

） 

② 

解
決
の
道
を
さ
が
す
（ 

 
 
 

） 

 
 
 
 
 

③ 

道
に
そ
む
く
（ 

 
 
 

） 

④ 

駅
へ
行
く
道
で
父
と
出
会
う
（ 

 
 
 

） 

 
 
 
 

ア 

進
路 

 
 

イ 

道
の
り 

 

ウ 

途
中 

 

エ 

道
徳 

 

オ 

手
段 

 

カ 

筋
道 

 

⑵ 

心 

① 

心
に
か
な
う
（ 

 
 
 

） 

② 

心
を
動
か
す
（ 

 
 
 

） 

 
 
 
 
 

③ 

茶
の
心 
 

（ 
 
 
 

） 

④ 

心
を
こ
め
る
（ 

 
 
 

） 

 
 
 
 

ア 

思
い
や
り 

 
 

イ 

お
も
む
き 

 

ウ 

意
向 

 

エ 

意
味 

 

オ 

判
断
力 

 

カ 

気
持
ち 

 ５ 

次
の
各
組
の
熟
語
の
う
ち
、 

 

線
部
の
漢
字
が
、
あ
と
の
〈 

 

〉
内
の
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
の
は
ど
れ
で
す
か
。
一
つ

ず
つ
選
び
な
さ
い
。
（
各
６
点
） 

 

⑴ 

〔 

ア 

指
名 

イ 

有
名 

ウ 

名
案 

エ 

名
称 

〕〈 

「
す
ぐ
れ
て
い
る
」
と
い
う
意
味 

〉 

 
 
 
 

⑵ 

〔 

ア 

短
文 

イ 

短
縮 

ウ 

短
所 

エ 

短
編 

〕〈 

「
お
と
っ
て
い
る
」
と
い
う
意
味 

〉 

Ｍ
Ｊ 

小
６
国
語 

確
認
テ
ス
ト
⑱ 

語
句
の
意
味
・用
法
（
１
） 

名前 

得点 

／100 



 
 

   

１ 

次
の
（ 

 

）
に
適
当
な
漢
字
一
字
を
書
き
入
れ
、
下
の
意
味
を
も
つ
慣
用
句
を
作
り
な
さ
い
。
（
各
２
点
） 

 

⑴ 

（ 
 
 
 

）
を
持
た
せ
る
〈 

相
手
の
人
を
た
て
る
こ
と 

〉 
 

⑵ 

（ 
 
 
 

）
が
お
け
な
い
〈 

親
し
く
、
遠
慮
が
な
い
こ
と 

〉 
 

⑶ 

（ 
 
 
 

）
が
知
ら
せ
る
〈 

な
ん
と
な
く
心
に
感
じ
る
こ
と 

〉 

⑷ 

（ 
 
 
 

）
を
つ
く 

 

〈 
ひ
と
休
み
す
る
こ
と 

〉 

 

２ 

次
の
慣
用
句
の
意
味
を
表
す
二
字
の
熟
語
を
、
あ
と
の
漢
字
を
組
み
合
わ
せ
て
一
つ
ず
つ
作
り
な
さ
い
。（
各
３
点
） 

 

⑴ 

目
か
ら
鼻
に
ぬ
け
る
（ 

 
 
 
 

 
 
 

） 
 

⑵ 

す
ず
め
の
涙
（ 

 
 
 
 
 
 
 

） 
 

 

 

⑶ 

う
で
が
上
が
る 

 

（ 
 
 
 
 
 
 
 

） 
 
 

⑷ 

立
て
板
に
水
（ 

 
 
 
 
 
 
 

） 
 

 

 
 

〔 

能 

発 

断 

待 

量 

達 

弁 

利 

少 

上 
多 
無 

期 

念 

〕 

 

３ 

次
の
（ 

 

）
に
身
体
の
部
分
を
表
す
こ
と
ば
を
漢
字
で
書
き
入
れ
、
文
を
完
成
さ
せ
な
さ
い
。
（
各
３
点
） 

 

⑴ 

母
は
（ 

 
 
 

）
に
よ
り
を
か
け
て
料
理
を
つ
く
っ
て
く
れ
た
。 

⑵ 

彼
は
何
に
で
も
す
ぐ
（ 

 
 
 

）
を
つ
っ
こ
み
た
が
る
。 

⑶ 

あ
の
人
は
成
績
の
よ
い
こ
と
を
（ 

 
 
 

）
に
か
け
て
い
る
。 

⑷ 

父
の
自
慢
ば
な
し
を
（ 

 
 
 

）
に
た
こ
が
で
き
る
ほ
ど
聞
か
さ
れ
た
。 

 ４ 

次
の
こ
と
わ
ざ
と
似
た
よ
う
な
意
味
の
こ
と
わ
ざ
を
、
そ
れ
ぞ
れ
あ
と
か
ら
選
び
な
さ
い
。（
各
４
点
） 

 

⑴ 

こ
ろ
ば
ぬ
先
の
つ
え
（ 

 
 

 

） 

⑵ 

た
な
か
ら
ぼ
た
も
ち
（ 

 
 
 

） 
 

⑶ 

口
は
災
い
の
も
と
（ 

 
 

 

） 

⑷ 

の
れ
ん
に
腕
お
し 

 

（ 
 
 
 

） 
 

⑸ 

花
よ
り
だ
ん
ご
（ 

 
 
 

） 
 
 

⑹ 

論
よ
り
証
拠
（ 

 
 
 

） 

⑺ 

猿
も
木
か
ら
落
ち
る
（ 

 
 
 

） 

⑻ 

急
が
ば
回
れ
（ 

 
 
 

） 
 

 
 
 
 

⑼ 

ね
こ
に
小
判
（ 

 
 
 

） 

ア 

雉
も
な
か
ず
ば
う
た
れ
ま
い 

 

イ 

百
聞
は
一
見
に
し
か
ず 

 

ウ 

河
童
の
川
流
れ 

エ 

せ
い
て
は
事
を
し
そ
ん
じ
る 

 

オ 

ち
ょ
う
ち
ん
に
つ
り
が
ね 

カ 

石
橋
を
た
た
い
て
渡
る 

 
 

キ 

弱
り
目
に
た
た
り
目 

 
 
 
 

ク 

ぬ
か
に
く
ぎ 

 
 
 
 
 

ケ 

名
よ
り
実
を
と
る 

 
 

コ 

ぶ
た
に
真
珠 

 
 
 
 
 
 
 

サ 

ぬ
れ
手
で
あ
わ 

 
 
 
 

シ 

二
兎
を
追
う
も
の
は
一
兎
を
も
得
ず 

 

 ５ 

次
の
各
文
の 

 

線
部
の
こ
と
ば
が
正
し
く
使
わ
れ
て
い
る
も
の
に
は
○
、
ま
ち
が
っ
て
使
わ
れ
て
い
る
も
の
に
は×

を
書
き

な
さ
い
。
（
各
４
点
） 

 

⑴ 

親
友
同
士
が
呉
越
同
舟
で
共
通
の
敵
と
戦
っ
た
。 

 
 
 

 

（ 
 
 
 

） 

⑵ 

一
日
千
秋
の
思
い
で
息
づ
ま
る
熱
戦
を
観
戦
し
た
。 

 
 

 

（ 
 
 
 

） 

⑶ 

付
和
雷
同
で
み
な
の
心
が
一
つ
に
ま
と
ま
り
、
勝
利
し
た
。 

（ 
 
 
 

） 

⑷ 

彼
の
学
説
は
矛
盾
だ
ら
け
で
、
と
て
も
信
用
で
き
な
い
。 

 

（ 
 
 
 

） 

⑸ 

新
製
品
の
開
発
に
は
各
社
が
し
の
ぎ
を
け
ず
る
。 

 
 
 

 

（ 
 
 
 

） 

⑹ 

兄
の
言
っ
た
こ
と
は
的
を
得
て
い
て
、
参
考
に
な
っ
た
。 

 

（ 
 
 
 

） 

⑺ 

最
近
の
彼
の
態
度
に
は
目
を
ひ
そ
め
る
人
が
少
な
く
な
い
。 

（ 
 
 
 

） 

⑻ 

わ
ら
を
も
つ
か
む
思
い
で
友
人
に
救
い
を
求
め
た
。 

 
 

 

（ 
 
 
 

） 

 
 

Ｍ
Ｊ 

小
６
国
語 

確
認
テ
ス
ト
⑲ 

語
句
の
意
味
・用
法
（２
） 

名前 

得点 

／100 



    

１ 

次
の
文
学
作
品
の
作
者
名
を
、
そ
れ
ぞ
れ
あ
と
か
ら
選
び
な
さ
い
。
（
各
４
点
） 

 

⑴ 

こ
こ
ろ 

（ 
 
 
 

） 
 
 

⑵ 

城
の
崎
に
て
（ 

 
 
 

） 
 
 
 

⑶ 

友
情 

 

（ 
 
 
 

） 

 

⑷ 

山
椒
大
夫
（ 

 
 
 

） 
 
 

⑸ 

夜
明
け
前 

（ 
 
 
 

） 
 
 
 

⑹ 

鼻 
 
 

（ 
 
 
 

） 

 

⑺ 

雪
国 

 

（ 
 
 
 

） 
 
 

⑻ 

た
け
く
ら
べ
（ 

 
 
 

） 
 
 
 

⑼ 

一
握
の
砂
（ 

 
 
 

） 

ア 

島
崎
藤
村 

 
 

イ 

夏
目
漱
石 

 
 

ウ 

石
川
啄
木 

 
 
 
 

エ 

志
賀
直
哉 

 
 

オ 

樋
口
一
葉 

カ 

森
鴎
外 

 
 
 

キ 

有
島
武
郎 

 
 

ク 

芥
川
龍
之
介 

 
 
 

ケ 

川
端
康
成 

 
 

コ 

武
者
小
路
実
篤 

 

２ 

次
の
作
品
に
関
係
の
あ
る
も
の
を
、
Ａ
群
・
Ｂ
群
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
び
な
さ
い
。
Ｂ
群
は
同
じ
記
号
を
選
ん
で
も
か

ま
い
ま
せ
ん
。
（
各
４
点
） 

 

⑴ 

奥
の
細
道 

 
 
 
 

 

⑵ 

新
古
今
和
歌
集 

 
 
 
 

⑶ 

源
氏
物
語 

 
 
 
 
 
 

 

⑷ 

土
佐
日
記 

 
 
 
 
 

⑸ 

吾
輩
は
猫
で
あ
る 

 
 
 

⑹ 

人
間
失
格 

⑺ 

智
恵
子
抄 

 
 
 
 
 

⑻ 

お
ら
が
春 

 
 
 
 
 
 

⑼ 
風
の
又
三
郎 

⑽ 

ベ
ニ
ス
の
商
人 

 
 
 

⑾ 

昆
虫
記 

 
 
 
 
 
 
 

⑿ 

ビ
ル
マ
の
竪
琴 

 

〈
Ａ
群
〉 

ア 

斎
藤
茂
吉 

 
 
 

イ 

川
端
康
成 

 
 

 

ウ 

藤
原
定
家 

 
 
 

エ 
宮
沢
賢
治 
 
 
 

オ 

フ
ァ
ー
ブ
ル 

カ 

シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア 

キ 

小
林
一
茶 

 
 
 

ク 

竹
山
道
雄 

 
 
 

ケ 
太
宰
治 
 
 
 
 

コ 

高
村
光
太
郎 

サ 

松
尾
芭
蕉 

 
 
 

シ 

紫
式
部 

 
 
 
 

ス 

夏
目
漱
石 

 
 
 

セ 

グ
リ
ム
兄
弟 

 
 

ソ 

紀
貫
之 

〈
Ｂ
群
〉 

ア 

物
語 

 
 
 

イ 

小
説 

 
 
 

ウ 

随
筆 

 
 
 

エ 

童
話 

 
 
 

オ 

日
記 

 
 

カ 

詩
集 

キ 

句
集 

 
 
 

ク 

歌
集 

 
 
 

ケ 

戯
曲 

 
 
 

コ 

紀
行
文 

 
 

サ 

記
録
文 

 

 
 

    

３ 

次
の
説
明
に
あ
て
は
ま
る
作
品
を
、
そ
れ
ぞ
れ
あ
と
か
ら
選
び
な
さ
い
。（
各
４
点
） 

 

⑴ 

瀬
戸
内
海
の
は
な
れ
小
島
へ
や
っ
て
き
た
女
の
先
生
、
大
石
久
子
と
そ
の
教
え
子
と
の
二
十
数
年
間
の
物
語
。（ 

 
 
 

） 

 

⑵ 

単
純
で
率
直
な
江
戸
っ
子
の
主
人
公
は
、
物
理
学
校
を
卒
業
し
て
、
四
国
松
山
の
中
学
校
の
先
生
に
な
る
。
そ
こ
で
無
鉄
砲

な
彼
は
、
い
ろ
い
ろ
な
事
件
を
ひ
き
お
こ
し
、
つ
い
に
は
四
国
を
去
っ
て
い
く
。（ 

 
 
 

） 

 

⑶ 

あ
る
学
生
が
、
旅
の
途
中
で
旅
芸
人
の
一
行
と
出
会
っ
て
い
っ
し
ょ
に
旅
を
す
る
う
ち
に
、
ひ
と
り
の
少
女
に
心
を
ひ
か
れ
、

素
直
な
心
を
と
り
も
ど
し
て
い
く
様
子
を
美
し
く
描
い
た
も
の
。（ 

 
 
 

） 

 

⑷ 

本
田
次
郎
少
年
が
、
つ
ら
い
運
命
に
た
え
な
が
ら
も
強
く
明
る
く
生
き
て
い
く
話
。
（ 

 
 
 

） 

ア 

あ
す
な
ろ
物
語 

 
 

イ 

次
郎
物
語 

 
 

ウ 

一
房
の
葡
萄 

 
 

エ 

走
れ
メ
ロ
ス 

 
 

オ 

潮
騒 

カ 

坊
ち
ゃ
ん 

 
 
 
 

キ 

伊
豆
の
踊
子 

 

ク 

二
十
四
の
瞳 

 
 

ケ 

ト
ロ
ッ
コ 

 
 

⑼⑸ ⑸⑶ ⑴ 

 

   Ａ
群 

   Ｂ
群 

⑽⑹（ 
 
 
 
 

 
 

） ）いううううう ⑹⑷（ 
 
 
 
 

 
 

） ⑵      

けんけん 

   Ａ
群 

   Ｂ
群 

⑾ ⑺ ⑶（ 
 
 
 
 

 
 

） 

  

   Ａ
群 

   Ｂ
群 

⑿ ⑻ ⑷ 

 

   Ａ
群 

   Ｂ
群 

Ｍ
Ｊ 

小
６
国
語 

確
認
テ
ス
ト
⑳ 

文
学
史
の
知
識 

名前 

得点 

／100 



    

１ 

次
の
各
文
は
、
主
語
と
述
語
の
関
係
が
正
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

線
部
を
書
き
直
し
正
し
い
文
に
し
な
さ
い
。（
各
８
点
） 

 

⑴ 

ぼ
く
の
願
い
は
、
水
族
館
で
働
き
た
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 

（ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

⑵ 

会
議
に
集
ま
っ
た
の
は
、
た
っ
た
三
人
が
集
ま
っ
た
。 

 
 
 

（ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

⑶ 

わ
た
し
の
趣
味
は
、
紙
で
人
形
を
作
っ
て
い
る
。 

 
 
 

（ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

 

２ 

次
の
各
文
は
、 

 

線
部
の
こ
と
ば
の
位
置
が
ふ
さ
わ
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
例
に
な
ら
っ
て
こ
と
ば
の
位
置
を
変
え
て
、
全
文

を
書
き
直
し
な
さ
い
。（
各
10
点
） 

【
例
】
い
つ
の
間
に
か
、
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
に
熱
中
し
て
い
る
と
、
空
は
暗
く
な
っ
て
い
た
。 

（ 

テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
に
熱
中
し
て
い
る
と
、
い
つ
の
間
に
か
、
外
は
暗
く
な
っ
て
い
た
。 

 
 
 
 

） 

⑴ 

ふ
と
ん
に
入
っ
た
が
、
な
か
な
か
雨
の
音
が
気
に
な
っ
て
、
ね
む
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。 

 
 

（ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

⑵ 

ど
ん
よ
り
と
見
上
げ
た
空
は
く
も
り
、
ま
る
で
ぼ
く
の
心
を
表
し
て
い
る
か
の
よ
う
だ
っ
た
。 

（ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

⑶ 

い
っ
た
い
毎
年
夏
が
来
る
と
若
葉
を
し
げ
ら
せ
て
い
た
プ
ラ
タ
ナ
ス
は
、
い
つ
の
間
に
姿
を
消
し
た
の
だ
ろ
う
。 

（ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

 

３ 

次
の
各
文
を
、
こ
と
ば
を
変
え
な
い
で
、
①
・
②
の
意
味
を
表
す
よ
う
に
読
点
を
打
っ
て
書
き
直
し
な
さ
い
。（
各
４
点
） 

⑴ 

ぼ
く
は
大
声
を
あ
げ
て
に
げ
る
弟
を
追
い
か
け
た
。 

 
 

① 

「
大
声
を
あ
げ
て
い
る
」
の
は
「
ぼ
く
」
で
あ
る
。 

（ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

② 

「
大
声
を
あ
げ
て
い
る
」
の
は
「
弟
」
で
あ
る
。 

（ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

⑵ 

わ
た
し
た
ち
は
昨
日
借
り
て
き
た
本
を
読
ん
だ
。 

 
 

① 

本
を
「
借
り
て
き
た
」
の
が
「
昨
日
」
で
あ
る
。 

（ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

② 

本
を
「
読
ん
だ
」
の
が
「
昨
日
」
で
あ
る
。 

（ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

４ 

次
の
各
文
は
、 

 

線
部
の
副
詞
に
対
す
る
こ
と
ば
の
受
け
方
が
誤
っ
て
い
ま
す
。
正
し
く
直
し
て
全
文
を
書
き
な
さ
い
。 

⑴ 

強
い
チ
ー
ム
が
、
必
ず
し
も
優
勝
す
る
だ
ろ
う
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
各
10
点
） 

（ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

 

⑵ 

山
頂
ま
で
歩
き
ど
お
し
で
、
さ
ぞ
つ
か
れ
た
よ
う
だ
。 

（ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

⑶ 

ど
う
か
弟
の
失
礼
を
許
す
で
し
ょ
う
。 

（ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

Ｍ
Ｊ 

小
６
国
語 

確
認
テ
ス
ト
㉑ 

推
こ
う
・原
稿
の
直
し
方 

名前 

得点 

／100 



Ｍ
Ｊ
小
６
国
語 

確
認
テ
ス
ト
解
答 

①
か
な
づ
か
い
・
送
り
が
な 

１
⑴
イ 
⑵
イ 

⑶
ア 

⑷
ア 

⑸
イ 

２
⑴
お
う
ら
い 

⑵
そ
こ
ぢ
か
ら 

⑶
ず
が 

⑷
む
ず
か
（
し
い
） 

⑸
き
ず
（
く
） 

 

⑹
ち
ぢ
（
む
） 
⑺
あ
ず
（
け
る
） 

⑻
あ
じ
（
わ
う
） 

３
⑴
イ 

⑵
ア 

⑶
イ 
⑷
イ 

⑸
イ 

４
⑴
○ 

⑵×
 

⑶×
 

⑷
○ 

⑸×
 

⑹×
 

⑺
○ 

⑻×
 

解
説 

 
 

⑹
「
合
図
」
の
よ
う
な
名
詞
の
複
合
語
に
は
、
原
則
と
し
て
送
り
が
な
は
不
要
で
あ
る
。 

５
⑴
赤
ら
め
た 

⑵
費
や
し
た 

⑶
著
し
く 

⑷
外
れ
る 

⑸
和
ら
ぐ 

⑹
化
け
る 

 

⑺
承
る 

⑻
営
ん
で 

  

②
漢
字
の
成
り
立
ち
・
部
首 

１
⑴
ア 

⑵
イ 

⑶
イ 

⑷
エ 

２
明
・
孫
・
燃
・
忘 

３
⑴
王
・
求 

⑵
心
・
非 

⑶ 
 

・
固 

⑷
米
・
分 

４
⑴ 

 

れ
ん
が 

⑵ 
 

か
く
し
が
ま
え 

⑶ 
 

ふ
る
と
り 

 
 

⑷ 
 

は
つ
が
し
ら 

 

⑸ 
 

あ
く
び 

 
 
 

⑹ 
 
 

ち
か
ら 

 

⑺ 
 

お
の
づ
く
り 

 
 

⑻ 
 

な
べ
ぶ
た 

５
⑴
エ 

⑵
ウ 

⑶
ア 

⑷
ウ 

 

③
漢
字
の
画
数
・
筆
順 

 

１
⑴
７ 

⑵
９ 

⑶
10 

⑷
16 

⑸
12 

⑹
12 

２
⑴

・
７ 

⑵

・
８ 

⑶

・
10 

⑷

・
７ 

 

⑸

・
11 

 

⑹

・
５ 

３
⑴
ウ 

⑵
ア 

⑶
イ 

⑷
エ 

４
⑴
６ 

⑵
６ 

⑶
４ 

⑷
１ 

５
⑴
ア 

⑵
イ 

⑶
イ 

⑷
ア 

⑸
ア 

  

④
難
し
い
漢
字
の
読
み
書
き 

⑴
く
よ
う 

⑵
り
や
く 

⑶
あ
や
ま
（
ち
） 

⑷
ろ
う
に
ゃ
く
な
ん
に
ょ 

 

⑸
さ
わ
（
る
） 

⑹
ち
ま
な
こ 

⑺
健
（
や
か
） 

⑻
仮
病 

⑼
和
（
む
） 

 

⑽
危
（
ぶ
む
） 

⑾
器 

⑿
映
（
え
る
） 

解
説 

 
 

⑶
「
利
益
」
は
「
り
や
く
」
（
神
仏
に
よ
っ
て
授
け
ら
れ
る
恩
恵
）、
ま
た
は
「
り
え
き
」

（
金
銭
的
な
も
う
け
、
役
に
立
つ
こ
と
）
と
、
意
味
に
よ
っ
て
読
み
分
け
る
。 

２
⑴
ア
け
ん
り 

イ
ご
ん
げ 

⑵
ア
の
う
ぜ
い 

イ
す
い
と
う 

 

⑶
ア
あ
ん
ま
く 

イ
ば
く
ふ 

⑷
ア
い
っ
ち
ょ
う 

イ
て
い
ち
ょ
う 

 

⑸
ア
は
ん
ぱ
つ 

イ
た
ん
も
の 

⑹
ア
さ
き
ゅ
う 

イ
ど
し
ゃ 

 

⑺
ア
し
ゅ
う
し
ょ
く 

イ
じ
ょ
う
じ
ゅ 

⑻
ア
あ
く
た
い 

イ
お
か
ん 

⑼
ア
こ
て
い 

イ
じ
ょ
う
ぎ 

⑽
ア
え
い
き
ゅ
う 

イ
く
お
ん 

３
⑴
し
ょ
う
に 

⑵
ゆ
か
た
（
よ
く
い
） 

⑶
も
み
じ
（
こ
う
よ
う
） 

 

⑷
ゆ
い
ご
ん 

⑸
せ
っ
し
ょ
う 

⑹
あ
ず
き 

⑺
さ
っ
そ
く 

⑻
い
な
か 

４
⑴
う
ち
わ
け 

⑵
ぜ
せ
い 

⑶
げ
ど
く 

⑷
ば
く
ろ 

⑸
机
上 

⑹
厳
守 

 

⑺
拝
借 

⑻
利
（
く
） 

⑼
刷
新 

⑽
仲
裁 

  

⑤
同
音
・
同
訓
異
字
と
同
音
異
義
語 

１
⑴
ア
招 

イ
紹 

⑵
ア
興 

イ
境 

⑶
ア
済 

イ
裁 

⑷
ア
典 

イ
展 

２
⑴
ア
謝 

イ
誤 

⑵
ア
臨 

イ
望 

⑶
ア
勤 

イ
務 

⑷
ア
観
衆 

イ
慣
習 

 

⑸
ア
対
象 

イ
対
照 

ウ 

対
称 

⑹
ア
解
放 

イ
快
方 

ウ
開
放 

解
説 

 

「
つ
と
め
る
」
に
は
「
務
め
る
」
「
勤
め
る
」
の
他
に
、
努
力
す
る
と
い
う
意
味
の
「
努
め

る
」
と
い
う
同
訓
異
字
も
あ
る
。 

 

３
⑴
イ 

⑵
ア 

⑶
ア 
⑷
エ 



  

⑥
熟
語
の
組
み
立
て
／
三
字
熟
語
・
四
字
熟
語 

 

１
⑴
③ 

⑵
⑧ 

⑶
② 

⑷
⑥ 

⑸
⑦ 

⑹
⑤ 

⑺
① 

⑻
④ 

２
⑴
不
（
無
） 
⑵
不 

⑶
非 

⑷
未 

⑸
無 

⑹
非 

⑺
無 

⑻
不 

３
⑴
一
・
二 

⑵
四
・
八 

⑶
七
・
八 

⑷
千
・
万 

⑸
十
・
十 

⑹
一
・
千 

 

⑺
一
・
一 

⑻
千
・
万 

４
⑴
前
・
後 

⑵
日
・
月 

⑶
弱
・
強 

⑷
果
・
報 

⑸
明
・
大 

⑹
臨
・
応 

⑺
田
・
水 

 

⑻
口
・
音 

⑼
一
・
両 

⑽
自
・
自 

⑾
取
・
選 

⑿
針
・
棒 

 

  

⑦
類
義
語
・
対
義
語 

１
⑴
イ 

⑵
エ 

⑶
ア 

⑷
ア 

⑸
ア 

⑹
エ 

２
⑴
向
上 

⑵
故
郷 

⑶
節
約 

⑷
用
意 

⑸
所
有 

⑹
音
信 

３
⑴
短 

⑵
精 

⑶
祖
（
故
） 

⑷
過 

⑸
危 

⑹
抽 

解
説 

 
 

⑵
「
精
進
」
は
「
し
ょ
う
じ
ん
」
と
読
み
、
「
一
生
懸
命
努
力
す
る
」
と
い
う
意
味
の
他

に
、
「
仏
道
の
修
行
を
す
る
」「
身
を
清
め
て
行
い
を
つ
つ
し
む
」
と
い
う
意
味
を
持
つ
。 

４
⑴
エ 

⑵
ア 

⑶
ア 

⑷
ウ 

 

５
⑴
応
答 

⑵
短
縮 

⑶
敗
北 

⑷
複
雑 

⑸
供
給 

⑹
無
効 

  

⑧
こ
と
わ
ざ
・
慣
用
句
・
故
事
成
語 

１
⑴
オ 

⑵
ウ 

⑶
ク 

⑷
エ 

２
⑴
キ 

⑵
カ 

⑶
ア 

⑷
ウ 

⑸
オ 

⑹
ク 

⑺
イ 

⑻
エ 

３
⑴
腹
・
エ 

⑵
歯
・
カ 

⑶
手
・
ク 

⑷
腕
・
イ 

⑸
目
・
ア 

⑹
舌
・
オ 

解
説 

 
 

⑴
「
口
を
割
る
」
も
慣
用
句
で
あ
る
が
、「
白
状
す
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。 

４
⑴
塩 

⑵
図 

  

⑨
敬
語 

１
⑴
イ 

⑵
ウ
・
エ 

解
説 

 
 

そ
の
動
作
を
行
う
の
が
相
手
で
あ
れ
ば
尊
敬
語
、
自
分
ま
た
は
身
内
（
家
族
や
同
じ
会
社

の
人
な
ど
）
で
あ
れ
ば
謙
譲
語
を
用
い
る
。 

２
⑴
①
ま
い
り 

②
い
ら
っ
し
ゃ
い
（
来
ら
れ
・
お
見
え
に
な
り
） 

 

⑵
①
い
た
だ
き 

②
お
め
し
あ
が
り
（
め
し
あ
が
っ
て
） 

 

⑶
①
拝
見
（
拝
見
い
た
） 

②
ご
ら
ん
（
ご
ら
ん
に
な
っ
て
） 

３
⑴
話
さ
れ
た 

⑵
ご
報
告
い
た
し
ま
す 

⑶
ま
い
り
ま
す 

４
Ａ
サ 

Ｂ
エ 

Ｃ
ク 

Ｄ
カ 

Ｅ
キ 

Ｆ
イ 

５
⑴
父
母
会
に
は
父
が
ま
い
り
ま
す
。 

 

⑵
私
の
家
に
先
生
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
（
お
い
で
に
な
る
・
お
見
え
に
な
る
・
来
ら
れ
る
・
お

こ
し
に
な
る
）
そ
う
で
す
。 

  

⑩
文
・
文
節
・
単
語 

１
⑴
ア 

⑵
イ 

２
⑴
ア 

⑵
ウ 

３
⑴
い
か
に
も
｜
南
国
ら
し
い
｜
夜
明
け
の
｜
光
景
で
し
た
。 

 

⑵
早
く
｜
ス
キ
ー
が
｜
で
き
る
よ
う
に
｜
な
り
た
い
。 

 

⑶
手
紙
は
｜
も
ら
う
｜
こ
と
だ
け
が
｜
楽
し
い
の
で
は
｜
な
く
、
｜
書
く
｜
楽
し
み
も
｜
あ

り
ま
す
。 

４
⑴
彼
｜
は
｜
完
全
に
｜
自
分
｜
の
｜
使
命
｜
を
｜
果
た
し
｜
た
。 

 

⑵
父
｜
は
｜
真
剣
な
｜
顔
｜
に
｜
な
り
、
｜
弟
｜
の
｜
方
｜
に
｜
向
き
直
っ
｜
た
。 

 

⑶
い
か
に
｜
苦
し
か
ろ
｜
う
｜
と
、
｜
最
後
｜
ま
で
｜
や
り
ぬ
く
｜
し
か
｜
な
か
っ
｜
た
｜

の
｜
で
す
。 

解
説 



 
 

⑵
「
向
き
直
る
」
は
一
語
の
複
合
語
（
複
合
動
詞
）
な
の
で
、「
向
き
｜
直
る
」
と
は
区
切

ら
な
い
。 

５
⑴
文
節
…
８ 

単
語
…
13 

⑵
文
節
…
４ 

単
語
…
８ 

⑶
文
節
…
11 

単
語
…
20 

 

  

⑪
主
語
・
述
語
・
修
飾
語 

１
⑴
主
語
…
雲
が 

述
語
…
う
か
ん
で
い
る 

⑵
主
語
…
ぼ
く
た
ち
は 

述
語
…
走
っ
た 

 

⑶
主
語
…
横
顔
が 

述
語
…
見
え
た 

⑷
主
語
…
門
こ
そ 

述
語
…
山
門
で
す 

解
説 

 
 

⑴
の
述
語
「
う
か
ん
で
い
る
」
に
は
補
助
動
詞
の
「
い
る
」
が
含
ま
れ
て
い
る
。
「
う
か

ん
で
」
の
方
に
中
心
的
な
意
味
が
あ
る
の
で
、
述
語
は
「
い
る
」
で
は
な
く
「
う
か
ん
で
い

る
」
に
な
る
。 

２
⑴
ウ 

主
語
…
ぼ
く
は 

述
語
…
さ
び
し
か
っ
た 

 

⑵
イ 

主
語
…
風
は 

述
語
…
強
い
よ
う
だ 

⑶
ア 
主
語
…
冬
は 

述
語
…
寒
い 

３
⑴
春
の
・
や
わ
ら
か
い
・
明
る
く 

⑵
東
の
・
し
だ
い
に
・
明
る
く 

４
⑴
ウ 

⑵
エ 

⑶
コ 

⑷
ウ 

５
⑴
鳴
ら
し
た 

⑵
横
た
わ
っ
て
い
た 

⑶
見
て
い
た
が 

  

⑫
単
語
の
種
類
（
品
詞
）
／
名
詞
・
代
名
詞 

１
⑴
ウ 

⑵
イ 

⑶
ウ 

⑷
エ 

⑸
イ 

解
説 

 
 

⑶
「
そ
の
」
は
名
詞
を
修
飾
す
る
の
で
、
「
こ
の
・
あ
の
・
ど
の
」
と
と
も
に
連
体
詞
。

「
こ
れ
・
そ
れ
・
あ
れ
・
ど
れ
」
は
名
詞
、
「
こ
う
・
そ
う
・
あ
あ
・
ど
う
」
は
副
詞
で
あ 

 

る
。 

２
⑴
エ 

⑵
カ 

⑶
イ 

⑷
ア 

⑸
カ 

⑹
オ 

３
⑴
ク 

⑵
ウ 

⑶
オ 

⑷
カ 

４
⑴
丁 

⑵
頭 

⑶
通 

⑷
膳 

５
⑴
①
楽
し
さ 

②
楽
し
み 

⑵
①
高
み 

②
高
さ 

  

⑬
動
詞
・
形
容
詞
・
形
容
動
詞 

１
⑴
行
け 

⑵
静
か
な 

⑶
お
い
し
く 

⑷
静
か
だ
っ 

⑸
行
き 

２
⑴
ア 

⑵
ア 

３
⑴
①
味
わ
わ 

②
味
わ
え 

③
味
わ
お 

⑵
①
つ
ら
か
ろ 

②
つ
ら
く 

③
つ
ら
か
っ 

４
⑴
①
ら
ぐ 

②
ら
げ
る 

⑵
①
た
し 

②
て 

⑶
①
れ
れ 

②
し 

⑷
①
え 

②
や
そ 

５
⑴
ア 

⑵
ウ 

⑶
ア 

解
説 

 
 

⑴
ア
は
「
成
果
な
」
と
言
い
か
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
形
容
動
詞
で
は
な
く
名
詞

＋
助
動
詞
「
だ
」
。
⑵
ウ
は
「
怒
ら
ぬ
」
と
言
い
か
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
助
動
詞
。
他

は
き
形
容
詞
。
⑶
ア
は
連
体
詞
、
他
は
動
詞
。 

 

⑭
副
詞
／
擬
声
語
・
擬
態
語 

１
⑴
し
だ
い
に
・
ア 

⑵
ぜ
ひ
・
ウ 

⑶
か
な
り
・
イ 

⑷
た
い
へ
ん
・
イ 

 

⑸
そ
う
・
ア 

⑹
ぼ
そ
ぼ
そ
と
・
ア 

⑺
な
ぜ
・
ウ 

⑻
た
ぶ
ん
・
ウ 

２
⑴
ま
い 

⑵
て
も 

⑶
な
か
っ 

⑷
な
い
だ
ろ
う 

⑸
ま
せ
ん 

⑹
よ
う
に 

解
説 

 
 

「
否
定
」
の
呼
応
の
副
詞
に
は
「
決
し
て
・
少
し
も
（
ち
っ
と
も
）・
必
ず
し
も
…
な
い
」

な
ど
が
、
「
否
定
の
推
量
」
の
呼
応
の
副
詞
に
は
「
ま
さ
か
・
よ
も
や
…
な
い
だ
ろ
う
（
あ

る
ま
い
）
な
ど
が
あ
る
。 

３
⑴
は
く
と 

⑵
転
嫁
す
る 

⑶
現
れ
た
の
で 

４
⑴
①
ウ 

②
ア 

③
イ 

⑵
①
エ 

②
ウ 

③
イ 

 

⑮
指
示
語
・
接
続
語 

１
⑴
そ
う
・
彼
は
ま
ち
が
っ
て
い
る 

⑵
そ
れ
・
見
知
ら
ぬ
大
き
な
島 

２
⑴
（
整
然
と
し
た
）
理
論 

⑵
オ
ガ
ク
ズ
と
ヌ
カ
を
ま
ぜ
て
米
の
ト
ギ
汁
で
こ
ね
た
も
の 

３
⑴
オ 

⑵
ア 

⑶
エ 
⑷
ウ 

⑸
カ 

４
⑴
エ
・
イ 

⑵
ウ
・
ア
・
イ
・
ア 



解
説 

 
 

指
示
語
の
指
示
内
容
は
、
前
の
部
分
に
あ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
指
示
内
容
が
見

つ
か
っ
た
ら
、
そ
れ
を
指
示
語
と
置
き
か
え
て
意
味
が
通
じ
れ
ば
正
し
い
と
判
断
で
き
る
。 

 

⑯
助
動
詞 

１
⑴
よ
う
な 

⑵
よ
う 
⑶
さ
せ 

⑷
た
が
る 

２
⑴
ア 

⑵
ウ 

⑶
ア 
⑷
ウ 

解
説 

 
 

⑶
例
文
と
ア
は
推
定
、
他
の
「
ら
し
い
」
は
形
容
詞
を
作
る
接
尾
語
。 

３
⑴
イ 

⑵
エ 

⑶
ア 

⑷
エ 

⑸
イ 
⑹
イ 

解
説 

 
 

⑸
イ
は
た
と
え
を
、
他
は
不
確
実
な
断
定
を
表
し
て
い
る
。
⑹
イ
は
例
示
、
他
は
た
と
え

を
表
し
て
い
る
。 

 

⑰
助
詞 

１
⑴
エ 

⑵
ウ 

⑶
イ 

⑷
ア 

２
⑴
エ 

⑵
ウ 

⑶
ア 

⑷
エ 

⑸
イ 

⑹
ア 

⑺
ウ 

解
説 

 
 

⑶
例
文
と
ア
は
理
由
・
原
因
、
イ
は
材
料
・
原
料
、
ウ
は
場
所
を
表
し
、
エ
は
形
容
動
詞

「
き
れ
い
だ
」
の
変
化
し
た
形
の
一
部
で
あ
る
。
⑷
例
文
と
エ
は
動
作
の
目
的
、
ア
は
時
間
、

イ
は
場
所
、
ウ
は
対
象
を
表
し
て
い
る
。 

３
⑴
ウ 

⑵
エ 

  

⑱
語
句
の
意
味
・
用
法
（
１
） 

１
⑴
じ
ご
う
じ
と
く
・
ア 

⑵
ご
ん
ご
ど
う
だ
ん
・
ウ 

⑶
ぼ
う
じ
ゃ
く
ぶ
じ
ん
・
イ 

⑷
が
で
ん
い
ん
す
い
・
カ 

⑸
し
り
め
つ
れ
つ
・
オ 

⑹
い
く
ど
う
お
ん
・
エ 

２
⑴
一
朝
一
夕 

⑵
臨
機
応
変 

⑶
一
挙
両
得 

３
⑴
エ 

⑵
ウ 

４
⑴
①
ア 

②
オ 

③
エ 

④
ウ 

⑵
①
ウ 

②
カ 

③
イ 

④
ア 

５
⑴
ウ 

⑵
ウ 

  

⑲
語
句
の
意
味
・
用
法
（
２
） 

１
⑴
花 

⑵
気 

⑶
虫 

⑷
息 

解
説 

 
 

⑵
「
気
が
お
け
な
い
」
は
心
を
許
せ
な
い
と
い
う
意
味
で
は
な
い
。 

２
⑴
利
発 

⑵
少
量 

⑶
上
達 

⑷
能
弁 

３
⑴
腕 

⑵
首 

⑶
鼻 

⑷
耳 

４
⑴
カ 

⑵
サ 

⑶
ア 

⑷
ク 

⑸
ケ 

⑹
イ 

⑺
ウ 

⑻
エ 

⑼
コ 

５
⑴×

 

⑵×
 

⑶×
 

⑷
○ 

⑸
○ 

⑹×
 

⑺×
 

⑻
○ 

解
説 

 
 

⑴
「
呉
越
同
舟
」
は
敵
同
士
や
ラ
イ
バ
ル
が
共
通
の
目
的
の
た
め
に
と
も
に
手
を
結
ぶ
こ

と
を
、
⑶
「
付
和
雷
同
」
は
む
や
み
に
他
人
の
意
見
に
同
調
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。 

  

⑳
文
学
史
の
知
識 

１
⑴
イ 

⑵
エ 

⑶
コ 

⑷
カ 

⑸
ア 

⑹
ク 

⑺
ケ 

⑻
オ 

⑼
ウ 

２
（
Ａ
群
・
Ｂ
群
の
順
で
）
⑴
サ
・
コ 

⑵
ウ
・
ク 

⑶
シ
・
ア 

⑷
ソ
・
オ 

⑸
ス
・
イ 

 

⑹
ケ
・
イ 

⑺
コ
・
カ 

⑻
キ
・
キ 

⑼
エ
・
エ 

⑽
カ
・
ケ 

⑾
オ
・
サ 

⑿
ク
・
イ 

３
⑴
ク 

⑵
カ 

⑶
キ 

⑷
イ 

  

㉑
推
こ
う
・
原
稿
の
直
し
方 

１
⑴
働
く
こ
と
だ 

⑵
三
人
だ
っ
た 

⑶
作
る
こ
と
だ 

２
⑴
ふ
と
ん
に
入
っ
た
が
、
雨
の
音
が
気
に
な
っ
て
、
な
か
な
か
ね
む
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
。 

 

⑵
見
上
げ
た
空
は
ど
ん
よ
り
と
く
も
り
、
ま
る
で
ぼ
く
の
心
を
表
し
て
い
る
か
の
よ
う
だ
っ



た
。 

⑶
毎
年
夏
が
来
る
と
若
葉
を
し
げ
ら
せ
て
い
た
プ
ラ
タ
ナ
ス
は
、
い
っ
た
い
い
つ
の
間
に
姿

を
消
し
た
の
だ
ろ
う
。 

解
説 

 
 

⑶
修
飾
語
は
な
る
べ
く
被
修
飾
語
の
近
く
に
置
く
方
が
、
意
味
を
取
り
違
え
ら
れ
る
こ
と

が
少
な
く
な
る
。 

３
⑴
①
ぼ
く
は
大
声
を
あ
げ
て
、
に
げ
る
弟
を
追
い
か
け
た
。 

②
ぼ
く
は
、
大
声
を
あ
げ
て
に
げ
る
弟
を
追
い
か
け
た
。 

 

⑵
①
わ
た
し
た
ち
は
、
昨
日
借
り
て
き
た
本
を
読
ん
だ
。 

 
 

②
わ
た
し
た
ち
は
昨
日
、
借
り
て
き
た
本
を
読
ん
だ
。 

４
⑴
強
い
チ
ー
ム
が
、
必
ず
し
も
優
勝
す
る
と
は
か
ぎ
ら
な
い
だ
ろ
う
（
い
え
な
い
だ
ろ
う
）。 

 

⑵
山
頂
ま
で
歩
き
ど
お
し
で
、
さ
ぞ
つ
か
れ
た
だ
ろ
う
。 

 

⑶
ど
う
か
弟
の
失
礼
を
許
し
て
く
だ
さ
い
。 

   


